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(5) 地震時におけるアクセスルートの選定結果 

 

 

 

①～⑧の被害想定結果（別紙 23 参照）を踏まえ，優先的

に「仮復旧により通路が確保可能なアクセスルート」として

大湊側高台保管場所からは B ルートを，荒浜側高台保管場

所からは C ルートを選定した※（第 26 図）。 

ここでは，「仮復旧により通路が確保可能なアクセスルー

ト」である B ルート，C ルートについて，仮復旧に要する

時間を評価する※。 

※5 号炉東側保管場所からは，可搬型設備の運搬はない。 

5 号炉東側第二保管場所からは，仮復旧なしで 6 号及び 7 

号炉まで可搬型車両の寄りつきが可能。 

 

 

第 26 図 地震時におけるアクセスルートの選定結果 

5.5 地震及び津波時におけるアクセスルートの復旧時間評価結

果 

 

5.5.1 地震時の復旧時間の評価結果 

  地震時におけるアクセスルートの選定は，西側及び南側保 

管場所のうち，要員の集合場所となる緊急時対策所から遠い 

南側保管場所，重大事故等時の取水箇所（西側淡水貯水設 

備，代替淡水貯槽）を経て，各接続箇所までの以下の複数ル 

ートを選定し，各ルートの時間評価を行う。 

・地震の影響を受けないルート（第 5.5.1－1 図） 

・（1）～（7）の被害想定結果を踏まえ，地震時に発生する 

がれき等の復旧を行うルート（第 5.5.1－2図～第 5.5.1－5 

図） 

また，地震時の被害想定の一覧を別紙（22）に示す。 

 

 
第 5.5.1－1 図 緊急時対策所建屋～西側淡水貯水設備～ 

高所接続口（東側／西側）及び緊急時対策所建屋～ 

代替淡水貯槽～西側接続口までのアクセスルート概要 

 

 

 

(5) 地震時におけるアクセスルートの選定結果 

 

 

 

①～⑦の被害想定結果（別紙(19)参照）を踏まえると，緊

急時対策所～保管場所～２号炉までのアクセスルートについ

て，あらかじめ段差緩和対策を行うことで，仮復旧なしで可

搬型設備（車両）の通行が可能である。 

 

・設計方針の相違 

【東海第二】 

 本文-②の相違 

 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

本文-⑰の相違 
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第 5.5.1－2 図 緊急時対策所建屋～代替淡水貯槽～東側接続

口，西側接続口までのアクセスルート概要 

 

 

第 5.5.1－3 図 緊急時対策所建屋～西側淡水貯水設備～ 

代替淡水貯槽までのアクセスルート概要 
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第 5.5.1－4 図 緊急時対策所建屋～西側接続口（可搬型窒素供

給装置接続口）までのアクセスルート概要 

 

 

第 5.5.1－5 図 緊急時対策所建屋～東側接続口（可搬型窒素供

給装置接続口）までのアクセスルート概要 
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(6) 仮復旧時間の評価 

1） 仮復旧方法 

第 27‐1 図，第 27‐2 図に地震時におけるアクセスルー

トを，第 27‐3 図に崩壊土砂撤去の考え方を示す。 

アクセスルート上に土砂が流れ込んだ箇所については，ホ

イールローダを用いて土砂を道路脇に運搬・押土することに

よりルートを仮復旧する。仮復旧道路の条件は以下のとお

り。 

 

・ 対象車両（代替原子炉補機冷却系熱交換器トレーラ

ー）の規格を考慮し，幅員 3m とする 

・ 掘削面勾配は 1:1.0 とする（第 27‐4 図） 

 

 

第 27-1 図 地震時におけるアクセスルート（大湊側高台保管場

所を使用する場合） 

 

 

第 27-2 図 地震時におけるアクセスルート（荒浜側高台保管場

所を使用する場合） 

 

 

 

 

(1) 復旧方法 

   地震時に発生するがれきや崩壊土砂について，アクセスル 

ートの復旧方法を以下に示す。また，第 5.5.1－6図に崩壊 

土砂撤去の考え方を示す。 

  ａ．がれき撤去 

    アクセスルート上の構造物倒壊によるがれきが堆積して 

いる箇所については，ホイールローダを用いてがれきをル 

ート外へ押出しすることによりルートを復旧する。（別紙 

（20），（23），補足説明資料（3）参照） 

 

ｂ．崩壊土砂撤去 

アクセスルート上の崩壊土砂が堆積している箇所につい 

ては，ホイールローダを用いて土砂をルート外へ押出しす 

ることによりルートを復旧する。（別紙（20），（23）， 

（24），補足説明資料（3）参照） 

復旧道路の条件は以下のとおり。 

   ・アクセスルートとして必要な幅員を確保する。（別紙 

（15）参照） 

   ・切土法面勾配は文献を参考に 1：1.0 とする。（第 5.5.1 

－6 図，第 5.5.1－7 図参照） 
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第 27‐3 図 崩壊土砂撤去の考え方 

 

 

 

 

 

自然地山ではないものの，掘削規模（高さ約 1m）を考慮し，

「日本道路協会：道路土工‐切土工・斜面安定工指針，2009」

における法高 5m 以下の砂質土を参考に 1:1.0 とした。 

 

 

第 27‐4 図 仮復旧方法のイメージ（拡大図） 

 

アクセスルート上に通行に支障がある 15cm を超える段差が発

生する可能性がある箇所については，あらかじめ段差緩和対策等

を行う（別紙 38 参照），又は段差復旧用の砕石を用いて，ホイ

ールローダによりルートを仮復旧する。 

 

第 5.5.1－6 図 崩壊土砂撤去の考え方 

 

 
※ 自然地山ではないものの，掘削規模（高さ約 1m）を考慮し，

「平成 21年 6月 道路土工切土工・斜面安定工指針（社団法

人日本道路協会）」における法高 5m 以下の砂質土を参考に

1:1.0 とした。 

 

第 5.5.1－7 図 復旧方法のイメージ（拡大図） 
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2） 仮復旧時間評価 

アクセスルート上の土砂流入箇所の仮復旧時間について

は，崩壊形状に応じて対象とする土量を算出し，ホイール

ローダの作業量を考慮し算出した（詳細は別紙 14 参

照）。 

なお，ホイールローダによる作業量（転圧含む）は文献

※1 を参考に設定した（詳細は別紙 15 参照）。 

アクセスルート上及び建屋直近における段差の仮復旧時

間については，段差の大きさに応じてホイールローダの復

旧時間を考慮し算出した（詳細は別紙 11,37 参照）。 

※1 日本道路協会：道路土工‐施工指針，1986 ほか 

 

3） アクセスルートの仮復旧に要する時間の評価 

アクセスルートの仮復旧に要する時間は，被害想定をも

とに，構内の移動時間や崩壊土砂撤去，段差復旧に要する

時間等を考慮し，設定したアクセスルートについて算出す

る（ケース 1）。 

また，6 号及び 7 号炉周辺までのアクセス確保の他に 5 

号炉原子炉建屋内緊急時対策所可搬型電源設備の給油作業

のためのアクセスを確保する必要があることから，5 号炉

東側保管場所までのアクセスルートの仮復旧に要する時間

を算出する（ケース 2）。 

さらに，可搬型設備を使用し，より早期に原子炉注水を

しなければいけない状況も想定すると，可搬型代替注水ポ

ンプにより淡水貯水池から送水する必要があるため，同様

に準備に要する時間を算出する（ケース 3）。 

各アクセスルートの仮復旧時間の詳細評価については第

28‐1 図～第 28‐7 図に示す。あわせて，仮復旧後の対応

を別紙 16 に，別途算出した除雪時間について別紙 27に，

除灰時間について別紙 28 に示す。 

 

(2) 復旧時間評価 

ａ．がれき撤去 

アクセスルート上のがれき堆積箇所の復旧時間について 

は，各建屋のがれき量を算出し，ホイールローダの標準仕 

様を参考に算出した。（別紙（23）参照） 

 

  ｂ．崩壊土砂撤去 

アクセスルート上の崩壊土砂堆積箇所の復旧時間につい

ては，崩壊形状に応じて対象とする土砂を算出し，ホイー

ルローダの作業量を参考に算出した。（別紙（23）参照） 

 

 

(3) アクセスルートの復旧に要する時間の評価 

ａ．がれき及び崩壊土砂撤去 

    アクセスルートの復旧に要する時間は，被害想定をもと

に，構内の移動速度や倒壊した構造物のがれき撤去及び崩

壊土砂の撤去に要する時間等を考慮し，設定した全てのア

クセスルートについて算出する。 
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＜条 件＞ 

・ 構内の移動速度は，重機（ホイールローダ）15km/h，

要員（徒歩）4km/h※2，要員（徒歩，崩壊土砂通行）

2km/h 

・ 重機操作要員は，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所に

集合し，復旧作業を開始 

・ 重機操作要員は，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所か

らホイールローダの保管場所へ向かい，ホイールロー

ダを操作し崩壊土砂撤去（転圧含む），段差復旧を実

施※2 初動対応での作業であり格納容器ベント実施前

であるため，防護具は着けず移動することを想定。 

 

 

 

ｂ．条件 

・ホイールローダ等の可搬型設備の移動速度は，通常走行 

時：10km／h，がれき撤去時：30 秒／12m（別紙（23）参 

照），人員（徒歩）の移動速度は 4km／h とする。 

・アクセスルート確保要員は，緊急時対策所に集合し，復 

旧作業を開始する。 

・アクセスルート確保要員は，緊急時対策所から保管場所

へ向かい，ホイールローダを操作しがれき撤去を実施す

る。 

 

 

 

ｃ．評価 

地震によるがれき等の影響を受けないアクセスルートは

重機等による復旧を必要としない。（第 5.5.1－8図，第

5.5.1－9図，第 5.5.1－12 図，第 5.5.1－14 図） 

また，地震時に発生するがれき等の復旧を行うルートに

ついて，各アクセスルートの復旧時間を評価した。（第

5.5.1－10 図，第 5.5.1－11 図，第 5.5.1－13 図，第

5.5.1－15 図，第 5.5.1－16 図，第 5.5.1－17 図） 

あわせて，除雪時間については別紙（3），降灰除去時

間については別紙（4），崩壊土砂の復旧計画を別紙

（24）に示す。 
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第 28‐1 図 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 1，大湊側高台保管場所利用） 

 

第 5.5.1－8 図 設定したＡルート及び復旧時間 

 

 

第 5.5.1－9 図 設定したＢルート及び復旧時間 
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第 28‐2 図 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 1，荒浜側高台保管場所利用） 

 

 

第 5.5.1－10 図 設定したＣルート及び復旧時間 

 

 

 第 5.5.1－11 図 設定したＤルート及び復旧時間 
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第 28‐3 図 5 号炉東側保管場所へのルート及び仮復旧時間 

（ケース 2，荒浜側高台保管場所利用） 

 

 

第 28‐4 図 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3‐1，大湊側高台保管場所利用 

（原子炉注水開始までの復旧）） 

 

 

第 5.5.1－12 図 設定したＥルート及び復旧時間 

 

 

第 5.5.1－13 図 設定したＦルート及び復旧時間 
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第 28‐5 図 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3‐1，荒浜側高台保管場所利用 

（原子炉注水開始後からの復旧）） 

 

 

 

第 5.5.1－14 図 設定したＧルート及び復旧時間 

 

 

第 5.5.1－15 図 設定したＨルート及び復旧時間 
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第 28‐6 図 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3‐2，荒浜側高台保管場所利用 

（原子炉注水開始までの復旧）） 

 

第 5.5.1－16 図 設定したＩルート及び復旧時間 

 

 

第 5.5.1－17 図 設定した Jルート及び復旧時間 
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第 28‐7 図 設定したルート及び仮復旧時間 

（ケース 3‐2，大湊側高台保管場所利用（原子炉注水開始後から

の復旧）） 
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 5.5.2 津波時の復旧時間の評価結果 

地遡上津波時におけるアクセスルートについては，敷地

西側に西側淡水貯水設備，高所東側接続口及び高所西側接

続口を設置し，敷地遡上津波の影響を受けないルートが選

定できることから，復旧に要する時間の評価は不要であ

る。 

第 5.5.2－1 図にアクセスルート概要図を示す。 

また，敷地遡上津波時の重大事故等対応において選定する

アクセスルート（緊急時対策所建屋～保管場所～西側淡水

貯水設備～高所西側接続口）が津波による影響を受けない

ことを津波遡上解析の結果により確認している。 

第 5.5.2－2 図に敷地遡上津波時の最大浸水深分布を示

す。 

 

 

第 5.5.2－1 図 緊急時対策所建屋～西側淡水貯水設備～ 

高所接続口（東側／西側）アクセスルート概要 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設計方針の相違 

【東海第二】 

 本文-②の相違 
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第 5.5.2－2 図 敷地遡上津波時の最大浸水深分布 
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(7) 屋外作業の成立性 

「重大事故等対策の有効性評価」における事故シーケンス

において，時間評価を行う必要のある屋外作業について想定

時間が一番厳しい作業を抽出し，外部起因事象に対する影響

を評価した結果，作業は可能であることを以下のとおり確認

した。 

なお，可搬型設備の保管場所及び屋外アクセスルート等の

点検状況について，別紙 25 に示す。 

 

 

 

 

1） 屋外アクセスルートへの影響 

a. 屋外アクセスルートの確認 

緊急時対策要員からアクセスルートの状況等の報告を受け

た緊急時対策本部の復旧班長は，通行可能なアクセスルート

の状況を緊急時対策本部内に周知する。 

 

 

 

万一，通行ができない場合は，応急復旧方法，応急復旧の

優先順位を考慮の上，アクセスルートを判断し，緊急時対策

要員へ指示及び当直長へ連絡する。 

 

アクセスルートの確認及び復旧については，以下の考え

方，手順に基づき対応する。 

①緊急時対策要員（現場要員）は，アクセスルート損壊状

況を確認し，緊急時対策本部に状況を報告する。 

②緊急時対策本部は，アクセスルートの復旧が必要な場

合，以下の優先順位に従い緊急時対策要員（現場要員）

に対し復旧を指示する。 

＜復旧の優先順位設定の考え方＞ 

1． 可搬型重大事故等対処設備の保管場所から車両の寄り

つき場所までのルートが確保されている場合，そのル

ートを第一優先で使用する。 

2． 可搬型重大事故等対処設備の保管場所から車両の寄り

つき場所までのアクセスルートがいずれも通行できな

い場合，道路の損壊状況を確認し，早期に復旧可能な

5.6 屋外作業の成立性 

「重大事故等対策の有効性評価」における重要事故シーケ

ンスでの時間評価を行う必要のある屋外作業について，外部

起因事象に対する影響を評価した結果，以下のとおり作業は

可能であることを確認した。 

 

なお，可搬型設備の保管場所及び屋外アクセスルート等

の点検状況について別紙(25)，敷地内の他設備との同時被災

時におけるアクセスルートへの影響を別紙(26)に示す。 

 

 

 

(1) 屋外アクセスルートへの影響 

ａ．屋外アクセスルートの確認 

敷地内に配置している周辺監視カメラ等により，アクセス

ルート等の状況を確認した災害対策要員から報告を受けた災

害対策本部の現場統括待機者は，通行可能なアクセスルート

の状況を災害対策本部内に周知する。 

 

 

要員からの報告後，影響を受けない優先ルートの状況を踏

まえて速やかにアクセスルート選択の判断を行うため，作業

の成立性への影響はない。 

地震発生時や津波発生時において，影響を受けないアクセ

スルート以外に通行が困難となる箇所がある場合は，がれき

等の撤去や応急復旧の優先順位を考慮の上，アクセスルート

確保要員へ指示及び発電長へ連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 屋外作業の成立性 

「重大事故等対策の有効性評価」における事故シーケンス

において，時間評価を行う必要のある屋外作業について想定

時間が一番厳しい作業を抽出し，外部起因事象に対する影響

を評価した結果，作業は可能であることを以下のとおり確認

した。 

なお，可搬型設備の保管場所及び屋外のアクセスルート等

の点検状況について，別紙(21)，１～３号炉同時被災時にお

けるアクセスルートの影響を補足(6)，２号炉と同じ敷地内

で実施する工事における資機材及び廃材等による影響を補足

(13)に示す。 

 

a. アクセスルートへの影響 

(a) アクセスルートの確認 

緊急時対策要員からアクセスルートの状況等の報告

を受けた緊急時対策本部の復旧班長又は指示者※は，通

行可能なアクセスルートの状況を緊急時対策本部内に

周知する。 

※ 初動体制は指示者，要員参集後は復旧班長が周知 

する。 

万一，通行ができない場合は，応急復旧方法，応急

復旧の優先順位を考慮の上，アクセスルートを判断

し，緊急時対策要員へ指示及び当直長へ連絡する。 

アクセスルートの確認及び復旧については，以下の

考え方，手順に基づき対応する。 

① 緊急時対策要員は，アクセスルート損壊状況を確

認し，緊急時対策本部に状況を報告する。 

 

② 緊急時対策本部は，アクセスルートの復旧が必要

な場合，以下の優先順位に従い緊急時対策要員に

対し復旧を指示する。 

＜復旧の優先順位設定の考え方＞ 

１．可搬型重大事故等対処設備の保管場所から車両

の寄りつき場所までのルートが確保されている

場合，そのルートを第一優先で使用する。 

２．可搬型重大事故等対処設備の保管場所から車両

の寄りつき場所までのアクセスルートがいずれ

も通行できない場合，道路の損壊状況を確認

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，初動

体制と要員参集後で対

応者が変わるため，対

応者を併記のうえ※に

て詳細を記載 
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ルートの復旧を優先する。 

 

3． 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所から可搬型重大事故

等対処設備の保管場所までのアクセスルートを復旧す

る。 

4． アクセスルートの複数ルート通行可能となるようにす

る。 

③緊急時対策要員（現場要員）は，アクセスルートの復旧

の優先順位に従い，アクセスルートを復旧する。 

 

要員からの報告後速やかにアクセスルートの判断を行うた

め，作業の成立性への影響はない。 

 

 

b. 屋外アクセスルートの復旧 

 

 

 

地震時におけるアクセスルートの被害想定の結果，要員 4 

名でホイールローダによる崩壊土砂の撤去及び段差の復旧を

行う時間を評価した結果，約 5 時間 30 分で保管場所から 6 

号及び 7 号炉までのアクセスルートの復旧が可能である

（第 28‐1 図，第 28‐2 図参照）。 

また，全交流動力電源喪失に加え，逃し安全弁が漏えいす

るシナリオ（以下「TBP シナリオ」という。）は，より早期

に淡水移送に必要なホースの敷設を行う必要があるため，同

様に要員 4 名でホイールローダによる崩壊土砂の撤去を行

う時間を評価した結果，約 3 時間 30 分で淡水移送に必要な

ホースを敷設し，約 6 時間で保管場所から 6 号及び 7 号炉

までのアクセスルートの復旧が可能である（タービン建屋直

近の段差復旧を含めると約 7 時間 20 分となる。）（第

28‐4 図～第 28‐7 図参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．屋外アクセスルートの復旧 

アクセスルートは幅員が約 5m～10m の道路であり，地震，

敷地遡上津波の影響を受けないアクセスルートについては，

復旧は不要である。 

また，地震時におけるアクセスルートの被害想定の結果，

地震に伴い発生するがれき等はホイールローダ等の重機によ

り撤去を行うことで，可搬型設備の運搬等，重大事故等対処

が確実に実施できるアクセスルートを確保可能である。 

なお，アクセスルート上に地震に伴い発生したがれきが堆

積した場合でも，最大約 20 分で被害想定箇所の復旧は可能

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し，早期に復旧可能なルートの復旧を優先す

る。 

３．緊急時対策所から可搬型重大事故等対処設備の

保管場所までのアクセスルートを復旧する。 

 

４．アクセスルートの複数ルート通行が可能となる

ようにする。 

③ 緊急時対策要員は，アクセスルートの復旧の優先

順位に従い，アクセスルートを復旧する。 

 

緊急時対策要員からの報告後，速やかにアクセスル

ートの判断を行うため，作業の成立性への影響はな

い。 

 

(b) アクセスルートの復旧 

 

 

 

地震時におけるアクセスルートの被害想定の結果，

地震時に通行不能となるアクセスルートはないため，

仮復旧は不要である（別紙(19)）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万一，アクセスルートの復旧が必要な場合，がれき

撤去及び段差解消等を行う。アクセスルート復旧作業

は EL8.5m・15m エリアを１名，EL44m エリアを１名で分

担して実施することとしている。 

作業安全については，他作業の要員がアクセスルー

ト仮復旧作業と同時にアクセスし，後方から安全確認

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設計方針の相違 

【東海第二】 

 本文-②の相違 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 本文-⑰の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，段差

緩和対策の実施及び周

辺構造物の損壊による

影響評価結果等を踏ま
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c. 車両の通行性 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセスルートの復旧後の通行幅は 3m で片側通行となる

が，タンクローリを除き，可搬型設備は設置場所に移動する

際の往路のみとなるため，車両の通行性に影響はない。 

 

 

 

 

なお，タンクローリについても，約 7 日間はプラント側

の軽油タンクで補給することが可能なため初動対応において

影響はないと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

また，段差については，液状化及び揺すり込み不等沈下に

より 15cm を越える段差の発生を想定しているが，あらかじ

め段差緩和対策等を行う，又は重機を用いアクセスルートを

復旧した上で，車両が徐行運転をすることでアクセスは可能

である（別紙 11,12,38 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．車両の通行性 

アクセスルートは幅員が約 5m～10m の道路であり，地震，

敷地遡上津波の影響を受けないアクセスルートについては，

車両の通行性に影響はない。また，地震時におけるアクセス

ルートの被害想定の結果，地震に伴い発生するがれき等はホ

イールローダ等の重機により撤去を行うことで，可搬型設備

の運搬等，重大事故等対処が確実に実施できるアクセスルー

トが確保可能であることから，車両の通行性に影響はない。 

 

アクセスルートの復旧作業を実施した場合は，必要な幅員

を復旧するため復旧箇所は片側通行となるが，可搬型設備は

設置場所に移動する際の往路のみとなるため，車両の通行性

に影響はない。 

 

 

 

タンクローリは可搬型設備へ給油するために可搬型設備の

設置場所と保管場所近傍の可搬型設備用軽油タンクを往復す

るが，アクセスルートの復旧後に移動することから，車両の

通行性に影響はない。 

 

 

 

 

 

 

なお，アクセスルート復旧後の道路の状況は，液状化によ

る不等沈下等を考慮してあらかじめ路盤補強等の対策を実施

することから，15cm を上回る段差の発生はないと想定して

いるが，万一，想定を上回る沈下量が発生したとしても土の

う等による仮復旧を実施し，車両が徐行運転をすることでア

を行うこと及び作業員・本部要員からの連絡により状

況把握可能であることから，作業安全を確保可能であ

る。 

 

 

 

 

(c) 車両の通行性 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震時のアクセスルートの通行幅は少なくとも３ｍ

で片側通行となるが，タンクローリを除き，可搬型設

備は設置場所に移動する際の往路のみとなるため，車

両の通行性に影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

なお，アクセスルートのうち道幅が狭い箇所を各車

両が通行する場合は，無線通信設備（携帯型）を使用

し相互連絡することにより，交互通行が可能であるこ

とから，車両の通行性に影響はない。 

 

 

また，段差については，液状化及び揺すり込み不等

沈下により 15cm を越える段差の発生を想定している

が，あらかじめ段差緩和対策を行うことでアクセスは

可能である（別紙(30)参照）。 

 

えると，地震時には通

行不能となるアクセス

ルートはないが，万

一，アクセスルートの

復旧が必要な場合の対

応を記載 

 

 

・設計方針の相違 

【東海第二】 

 本文-②の相違 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 本文-⑰の相違 

 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地震

時に仮復旧なしでアク

セスルートの通行幅３

ｍが確保可能 

 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 本文-⑰の相違 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，可搬

型設備（車両）の交互

通行する際の運用を記

載 

 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，通行
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斜面の崩壊土砂の撤去にあわせて転圧を行うが，万一転圧

が不足している場合は，更に追加でホイールローダにより転

圧を行う，又は自主設備であるショベルカー，ブルドーザー

のクローラーを用いて転圧を行うことで車両の通行は可能で

ある。 

 

 

 

 

 

重大事故等対応のためのホースを敷設する場合において

も，ホースブリッジを設置することで，アクセスルート上の

通行は可能であることを確認している（詳細は別紙 24 参

照）。なお，ホースブリッジの設置は，ホース敷設完了後の

アクセス性を考慮し，作業完了後の要員にて実施するため有

効性評価に影響を与えるものではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d. 現場における操作性 

緊急時での対応作業を円滑に進めるため十分な作業スペー

クセスは可能である。（別紙（21）参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重大事故等対応のためのホース又はケーブルを敷設した場

合でも，ホース又はケーブルを敷設していないルートを通行

可能であることから，車両の通行性に影響はない。 

なお，ホースブリッジを設置する場合は，ホース敷設完了

後のアクセス性を考慮し，作業完了後の要員にて実施するた

め有効性評価上の作業時間に影響を与えるものではない。

（別紙（27）参照） 

 

ｄ．作業環境 

現場での作業を安全に実施するため事故時の作業環境につ

いて，あらかじめ想定しておくことが重要である。災害対策

要員は，アクセスルート復旧後における可搬型設備の設置，

ホース又はケーブルの敷設等の作業の実施に当たって，現場

の安全確認を考慮し作業を実施する。また，現場の作業環境

が悪化（照明の喪失，騒音，放射線量の上昇等）しても作業

を可能とするための装備として，ヘッドライト，LED ライ

ト，耳栓，放射線防護具を携帯する。（補足説明資料（4）

参照） 

 

 

ｅ．現場における操作性 

緊急時での対応作業を円滑に進めるため十分な作業スペース

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重大事故等対応のためのホースを敷設する場合にお

いても，ホースブリッジを設置することで，アクセス

ルート上の通行は可能であることを確認している（別

紙(20)参照）。なお，ホースブリッジの設置は，ホー

ス敷設完了後のアクセス性を考慮し，作業完了後の要

員にて実施するため有効性評価に影響を与えるもので

はない。 

 

(d) 作業環境 

現場での作業を安全に実施するため事故時の作業環

境について，あらかじめ想定しておくことが重要であ

る。緊急時対策要員は，アクセスルート復旧後におけ

る可搬型設備の設置，ホース又はケーブルの敷設等の

作業の実施に当たって，現場の安全確認を考慮し作業

を実施する。また，現場の作業環境が悪化（照明の喪

失，騒音，放射線量の上昇等）しても作業を可能とす

るための装備として，ヘッドライト，懐中電灯，LED ラ

イト，耳栓，放射線防護具及び薬品防護具を携帯す

る。 

 

(e) 現場における操作性 

緊急時での対応作業を円滑に進めるため十分な作業

に支障のある段差が生

じる箇所全てに対して

あらかじめ段差緩和対

策を行うため，地震時

の段差復旧作業は不要 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，周辺

斜面の基準地震動によ

るすべり安定性評価結

果より土砂の発生が想

定されないため，崩壊

土砂の撤去作業は発生

しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，現場

での作業を安全に実施

するため事故時の作業

環境について記載 
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スが確保されていることが重要である。作業スペース確保の

ため，操作場所近傍には不要な物品等を保管しないこととす

る。また，現場操作に対し工具を必要とするものは操作場所

近傍（可搬型設備は可搬型設備近傍）に保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

地震による地盤の沈下の影響を受けても，可搬型設備の接

続口への接続や弁操作等，必要な作業ができるよう，可搬型

設備のホース，電源ケーブル等十分な長さを確保するととも

に，作業場所へのアクセス性を確保する（別紙 37 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）アクセスルート通行時における通信連絡設備及び照明の確保 

 

現場要員から発電所対策本部への報告，発電所対策本部から

要員への指示は，通常の通信連絡設備（送受話器（警報装置を

含む。）及び電力保安通信用電話設備）が使用できない場合で

も，無線連絡設備，衛星電話設備（可搬型）等の通信連絡設備

にて実施することが可能であり，屋外作業への影響はない。 

 

夜間における屋外アクセスルート通行時には，重機・車両に

搭載されている照明，ヘッドライト，懐中電灯，LED ライト及

が確保されていることが重要である。作業スペース確保のた

め，操作場所近傍に不要な物品等を保管しないこととする。ま

た，現場操作に対し工具を必要とするものは可搬型設備の保管

場所に保管又は可搬型設備に車載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作に対し知識・訓練を必要とするものについては，教育・

訓練により必要な力量を確保する。 

 

 

 

 

 

(2) アクセスルート通行時における通信手段及び照明の確保 

 

重大事故等対応要員から災害対策本部への報告，災害対策本

部から重大事故等対応要員への指示は，通常の連絡手段（送受

話器（ページング）及び電力保安通信用電話設備）が使用でき

ない場合でも，無線連絡設備，衛星電話設備等の通信手段にて

実施することが可能であり，屋外作業への影響はない。 

 

夜間における屋外アクセスルート通行時には，ホイールロー

ダ等の重機・車両に搭載されている照明，ヘッドライト，LED

スペースが確保されていることが重要である。作業ス

ペース確保のため，操作場所近傍には不要な物品等を

保管しないこととする。また，現場操作に対し工具を

必要とするものは可搬型設備の保管場所に保管又は可

搬型設備に車載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作に対し知識・訓練を必要とするものについて

は，教育・訓練により必要な力量を確保する。 

 

 

 

 

 

b. 屋外のアクセスルート通行時における通信連絡設備及び

照明の確保 

緊急時対策要員から緊急時対策本部への報告，緊急時対

策本部から緊急時対策要員への指示は，通常の通信連絡設

備（所内通信連絡設備及び電力保安通信用電話設備）が使

用できない場合でも，無線通信設備及び衛星電話設備等の

通信連絡設備にて実施することが可能であり，屋外作業へ

の影響はない。 

夜間における屋外のアクセスルート通行時には，重機・

車両に搭載されている照明，ヘッドライト，懐中電灯，Ｌ

 

 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，工具

は可搬型設備の保管場

所と同じ保管場所に保

管又は可搬型設備に車

載する 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉の接続口

周辺は地盤改良された

地盤若しくは頑健な構

造物上であり地震によ

る地盤の沈下の影響を

受けないため，アクセ

ス性は確保されている 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，教

育・訓練により必要な

力量を確保することに

ついて記載 
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び可搬型照明設備等の照明設備を使用することが可能であり，

屋外作業への影響はない（別紙 20 参照）。 

 

 

 

3）作業の成立性 

復旧作業の実施を考慮した上で第 21‐1 表，第 21‐2 表に

示すとおり，要求時間内に作業は実施可能である。TBP シナリ

オにおける作業の成立性評価結果は，第 21‐3 表に示すとお

り，要求時間内に作業は実施可能である。外部起因事象考慮時

の対応手順と所要時間を第 21‐4 表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライト等を使用することが可能であり，屋外作業への影響はな

い。（別紙（28），（29）参照） 

 

 

 

(3) 作業の成立性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震，敷地遡上津波時に重大事故等対処を実施するための屋

外アクセスルートは，地震及び敷地遡上津波の影響を受けない

ルートが確保でき，かつ，ホイールローダ等の重機によるがれ

き等の撤去を行うことでも確保可能であり，第 5.6－1表に示

すとおり，有効性評価の想定時間が最も厳しい重要事故シーケ

ンスの要求時間内での作業が可能である。 

以下に重要事故シーケンスにおける可搬型設備を用いた屋外

作業の成立性の評価条件を示す。 

ａ．以下の屋外作業について成立すること。 

(a) 可搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替注水系 

（可搬型）の起動準備操作 

 

 

 

 

 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる水源補給操作 

(c) タンクローリによる燃料補給準備 

(d) 可搬型窒素供給装置を用いた格納容器内窒素供給操作 

 

ｂ．重要事故シーケンスにおける作業成立性を評価するルート

ＥＤライト及び投光機等の照明設備を使用することが可能

であり，屋外作業への影響はない。（別紙(16)参照） 

 

 

 

c. 作業の成立性 

緊急時対策所～保管場所～２号炉までのアクセスルート

について，仮復旧なしで可搬型設備（車両）の通行が可能

であることから，有効性評価における作業の成立性に影響

を与えない。 

 

 

 

 

 

 

 

地震時に重大事故等対処を実施するためのアクセスルー

トは，地震の影響を受けないルートが確保でき，第 4-16 表

に示すとおり，有効性評価の想定時間が最も厳しい重要事

故シーケンスの要求時間内での作業が可能である。 

 

 

以下に重要事故シーケンスにおける可搬型設備を用いた

屋外作業の成立性の評価条件を示す。 

(a) 以下の屋外作業について成立すること。 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）準備操作 

 

・原子炉補機代替冷却系準備操作（資機材配置及びホ 

 ース敷設起動及び系統水張り） 

・ペデスタル代替注水系（可搬型）準備操作 

・燃料プールスプレイ系（可搬型スプレイノズル使 

用）による燃料プール注水 

・輪谷貯水槽から低圧原子炉代替注水槽への補給 

・燃料補給準備 

・可搬式窒素供給装置準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，段差

緩和対策の実施及び周

辺構造物の損壊による

影響評価結果等を踏ま

えると，地震時に通行

不能となる被害が想定

されず，仮復旧作業が

不要 

 

・評価結果の相違 

【東海第二】 

 本文-②の相違 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 本文-⑰の相違 
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は，屋外アクセスルート設定の方針，水源の優先度等を踏

まえ，以下のとおりとする。 

(a) 可搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替注水系（可 

搬型）の起動準備操作 

    ・西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型ポ

ンプによる原子炉注水（第 5.5.1－9 図） 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる水源補給操作 

    ・西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型 

ポンプによる代替淡水貯槽への水源補給（第 5.5.1－12

図） 

(c) タンクローリによる燃料補給準備 

    ・可搬型設備用軽油タンク（南側保管場所近傍） 

(d) 可搬型窒素供給装置を用いた格納容器内窒素供給操作 

    ・西側接続口への可搬型窒素供給装置を用いた格納容器

内窒素供給操作（第 5.5.1－14 図） 

ｃ．作業の起点となる重大事故等対応要員の出発点は緊急時対

策所とする。なお，作業の起点前に必要となる以下の事項

は成立性評価として作業時間に含める。 

(a) 事務本館又は緊急時対策室建屋から緊急時対策所まで

の徒歩時間（15 分） 

(b) 状況把握（5分） 

ｄ．可搬型設備は，緊急時対策所から離れている南側保管場所

から出動する。 

ｅ．地震に伴い発生するがれき等の影響を受ける可能性があっ

ても人力によるホース敷設が可能な以下の箇所について，

人力によるホース敷設時間を成立性評価として作業時間に

含める。 

・廃棄物処理建屋換気空調ダクト上（注水用ホース敷設作

業時間：10 分，窒素供給用ホース敷設作業時間：15

分） 

ｆ．地震に伴い発生するがれき等の影響を受けるルートは，ホ

イールローダ等の重機により車両通行やホース敷設等に必

要な幅員を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 作業の起点となる緊急時対策要員の出発点は緊急時対 

策所とする。 

 

 

 

 

(c) 可搬型設備は，緊急時対策所から離れている第３保管 

エリア及び第４保管エリアから出動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価結果の相違 

【東海第二】 

 本文-⑰の相違 

 

 

 

 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 本文-⑰の相違 
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第 21‐1 表 有効性評価の想定時間のある可搬型設備 

を用いた作業の成立性評価結果 

（荒浜側高台保管場所～可搬型設備設置場所） 

（TBP シナリオを除く） 

 

 

 

 

 

 

第 21‐2 表 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所可搬型電源設備 

への給油作業の成立性評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

第 5.6-1 表 屋外作業の成立性評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 プラントの相違によ

る有効性評価における

対応手段の相違 
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第21‐3 表 有効性評価の想定時間のある可搬型設備を用いた 

作業のうちTBP シナリオの場合の成立性評価結果 
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第 21‐4 表 外部起因事象考慮時の対応手順と所要時間 
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5. 屋内アクセスルートの評価 

屋内アクセスルートについては，重大事故等時に必要となる

屋内での現場操作場所までのアクセス性について，地震，地震

随伴火災及び地震による内部溢水を評価し，アクセス可能であ

ることを確認する。 

なお，外部起因事象として想定される津波については，津波

遡上解析の結果，敷地内の屋外アクセスルートへ基準津波が到

達しないことを確認していることから，評価の対象外とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 影響評価対象 

評価する屋内現場操作及び操作場所については，技術的

能力 1.1～1.19 で整備する重大事故等時において，期待す

る手順の屋内現場操作について，屋内アクセスルートに影

響のおそれがある地震，地震随伴火災及び地震による内部

溢水について，現場操作ごとにその影響を評価する。 

なお，機器等の起動失敗原因調査は，可能であれば実施

する位置づけであることから，屋内アクセスルートの評価

対象外とする。 

技術的能力における対応手順で期待する屋内現場操作一

覧を第 22‐1 表及び第 22‐2 表に記す。また，屋内アクセ

スルート図を別紙 17 に記す。 

6. 屋内アクセスルートの評価 

屋内アクセスルートについては，重大事故等時に必要となる

屋内での現場操作場所までのアクセス性について，地震，地震

随伴火災及び地震による内部溢水を評価し，アクセス可能であ

ることを確認する。 

また，外部起因事象として想定される津波のうち基準津波に

ついては，防潮堤が設置されているため，屋内アクセスルート

は影響を受けない。敷地遡上津波については，屋内アクセスル

ートが設定されている原子炉建屋が水密化され，影響を受けな

い。 

 

なお，地震津波以外の自然現象については，屋内アクセスル

ートの一部のルートは建屋屋上を通行することから，建屋屋上

にアクセスする際は気象状況等をあらかじめ確認し必要な措置

を講じる。例えば積雪時においては，必要に応じて除雪を実施

することでアクセス性を確保する。 

 

 

 

さらに，原子炉建屋付属棟の ALC パネル部等については，地

震又は竜巻によって脱落又は損傷が考えられるが，地震及び竜

巻によって脱落及び損傷しない外壁等に変更することから，ア

クセス性に影響はない。 （別紙（15），（30）参照） 

 

 

 

6.1 影響評価対象 

評価する屋内現場操作及び操作場所については，技術的

能力 1.1～1.19 で整備する重大事故等時において，期待す

る手順の屋内現場操作について，屋内アクセスルートに影

響のおそれがある地震，地震随伴火災及び地震による内部

溢水について，現場操作ごとにその影響を評価する。 

なお，機器等の起動失敗原因調査のためのアクセスルー

トについては，可能であれば，現場調査を実施する位置付

けであることから，評価対象外とする。 

技術的能力における対応手順で期待する屋内現場操作一

覧を第 6－1 表に記す。また，屋内アクセスルートの設定に

ついて別紙（30）に記す。 

5. 屋内のアクセスルートの評価 

アクセスルートについては，重大事故等時に必要となる屋内

での現場操作場所までのアクセス性について，地震，地震随伴

火災及び地震による内部溢水を評価し，アクセス可能であるこ

とを確認する。 

なお，外部起因事象として想定される津波については，津波

遡上解析の結果，防波壁内側の屋外アクセスルートへ基準津波

が到達しないことを確認していることから，評価の対象外とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 影響評価対象 

評価する屋内現場操作及び操作場所については，技術的

能力 1.1～1.19 で整備する重大事故等時において，期待す

る手順の屋内現場操作について，アクセスルートに影響の

おそれがある地震，地震随伴火災及び地震による内部溢水

について，現場操作ごとにその影響を評価する。 

なお，機器等の起動失敗原因調査のためのアクセスルー

トについては，可能であれば，現場調査を実施する位置付

けであることから，評価対象外とする。 

技術的能力における対応手順で期待する屋内現場操作一

覧を第 5－1 表に記す。また，屋内のアクセスルートの設定

について別紙(13)に記す。 

 

 

 

 

 

 

 

・設計方針の相違 

【東海第二】 

 本文-②の相違 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，屋内

アクセスルートの一部

として建物屋上を通行

しないことから気象状

況，外装材の影響を受

けない 

・設備の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，屋内

アクセスルートに影響

を与える箇所に ALC パ

ネル等は設置していな

い 
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また，重要事故シーケンスにおけるアクセスルートにつ

いて一覧を第 23 表に，重要事故シーケンスごとのアクセス

ルート経路を第 29‐1 図～第 29‐13 図に，重要事故シーケ

ンスにおける現場作業一覧について第 24 表に示す。 

 

 

(2) 評価方法 

屋内アクセスルートに影響を与えるおそれがある以下の

事項について評価する。 

①  地震時の影響評価 

重大事故等時の現場操作対象場所までのアクセスルー

トにおける周辺施設の損傷，転倒，落下等によってアク

セス性への影響がないことを確認する。 

具体的には，以下の観点で確認する。 

・現場操作対象機器との離隔距離の確保等により，ア

クセス性に影響を与えないことを確認する。 

 

 

 

 

 

・周辺に転倒する可能性のある常設及び仮設資機材設

備等がある場合，固縛や転倒防止処置等により，ア

クセス性に与える影響がないことを確認する。 

・上部に照明器具がある場合，蛍光灯等の落下を想定

しても，アクセス性に与える影響はないことを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

② 地震随伴火災の影響評価 

屋内アクセスルート近傍の油内包又は水素ガス内包機

器について，地震により機器が転倒し，火災源とならな

いことを確認する。 

影響評価の考え方等については，別紙 21 に示す。 

また，重要事故シーケンスにおけるアクセスルートにつ

いて一覧を第 6－2 表に，重要事故シーケンスごとのアクセ

スルート経路を第 6－1 図～第 6－7 図，重要事故シーケン

スにおける現場作業一覧について第 6－3 表，屋内作業の成

立性評価結果を第 6－4表に示す。 

 

6.2 評価方法 

屋内アクセスルートに影響を与えるおそれがある以下の事項

について評価する。 

(1) 地震時の影響評価 

重大事故等時の現場操作対象場所までのアクセスルー

トにおける周辺施設の損傷，転倒及び落下等によってア

クセス性への影響がないことを確認する。 

具体的には，以下の観点で確認を実施する。 

ａ．現場操作対象機器との離隔距離をとる等により，アク

セス性に影響を与えないことを確認する。 

ｂ．周辺に作業用ホイスト，レール，グレーチング，手す

り等がある場合，落下防止措置等により，アクセス性

に与える影響はないことを確認する。 

 

 

ｃ．周辺に転倒する可能性のある常置品がある場合，固縛

等転倒防止処置の実施により，アクセス性に与える影

響はないことを確認する。 

ｄ．上部に照明器具がある場合，蛍光灯等の落下を想定し

ても，アクセス性に与える影響はないことを確認す

る。 

また，万一，周辺にある常置品が転倒した場合を考慮

し，通行可能な通路幅が確保できない常置品はあらかじ

め移設・撤去等を行う。 

なお，常置品，仮置き資機材の設置に対する運用，管

理については，社内規程に基づき実施する。 

 

(2) 地震随伴火災の影響評価 

屋内アクセスルート近傍の油内包又は水素内包機器に

ついて，地震により機器が転倒し，火災源とならないこ

とを確認する。 

影響評価の考え方等については，別紙（31）に示す。 

また，重要事故シーケンスにおけるアクセスルートにつ

いて一覧を第 5－2 表に，重要事故シーケンスごとのアクセ

スルート経路を第 5－1(1)図～第 5－1(12)図，重要事故シ

ーケンスにおける現場作業一覧について第 5－3 表，屋内作

業の成立性評価結果を第 5－4表に示す。 

 

(2) 評価方法 

アクセスルートに影響を与えるおそれがある以下の事項

について評価する。  

ａ．地震時の影響評価 

重大事故等時の現場操作対象場所までのアクセスルー

トにおける周辺施設の損傷，転倒及び落下等によってア

クセス性への影響がないことを確認する。 

具体的には，以下の観点で確認を実施する。 

・現場操作対象機器との離隔距離をとる等により，ア

クセス性に影響を与えないことを確認する。 

・周辺に作業用ホイスト，レール，グレーチング，手

摺等がある場合，落下防止措置等により，アクセス

性に与える影響はないことを確認する。 

 

 

・周辺に転倒する可能性のある常置品及び仮置資機材

がある場合，固縛等の転倒防止処置の実施により，

アクセス性に与える影響はないことを確認する。 

・上部に照明器具がある場合，蛍光灯等の落下を想定

しても，アクセス性に与える影響はないことを確認

する。 

また，万一，周辺にある常置品が転倒した場合を考慮

し，通行可能な通路幅が確保できない場合は，あらかじ

め移設・撤去等を行う。 

なお，常置品，仮置資機材の設置に対する運用，管理

については，社内規程に基づき実施する。 

 

ｂ．地震随伴火災の影響評価 

アクセスルート近傍の油内包機器又は水素ガス内包機

器について，地震により機器が転倒し，火災源とならな

いことを確認する。 

影響評価の考え方等については，別紙(17)に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，作業

用ホイスト等の常置品

の影響を記載 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，周辺

にある常置品が転倒し

た場合の対応を記載 
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③ 地震による内部溢水の影響評価 

屋内アクセスルートにある建屋のフロアについて，地

震により溢水源となるタンク等の損壊に伴い，各フロア

における最大溢水水位で歩行可能な溢水高さであること

を確認する。 

影響評価の考え方等については，別紙 22 に示す。 

 

(3) 評価結果 

別紙 18 に現場確認結果，別紙 19 に機器等の転倒防止処

置等確認結果を示す。 

 

 

 

 

上記観点より現場ウォークダウンによる確認を実施し，

アクセスルート近傍に設置している転倒する可能性のある

常設及び仮設資機材設備等がある場合，固縛や転倒防止処

置等により，アクセス性に与える影響がないことを確認し

た。また，万一，周辺にある常設及び仮設資機材設備等が

転倒した場合であっても，通行可能な通路幅があるか，通

路幅がない場合であっても迂回又は乗り越えが可能である

ため，アクセス性に与える影響はないことを確認した。 

 

 

 

なお，周辺にある常設のボンベが転倒した場合を考慮

し，ボンベ固定器具の耐震補強による転倒防止の実施又は

アクセスルート近傍から撤去する。 

 

 

また，アクセスルート近傍のケーブルトレイ及び電源

盤は，「設置許可基準規則」第8条「火災による損傷の防

止」における火災防護対策を適用し，火災発生時は自動

起動又は中央制御室からの手動操作による固定式消火設

備を設置することから，消火は可能と考えられるが，速

やかなアクセスが困難な場合は，迂回路を優先して使用

する。 

 

(3) 地震による内部溢水の影響評価 

屋内アクセスルートがある建屋のフロアについて，地

震により溢水源となるタンク等の損壊に伴い，各フロア

における最大溢水水位で歩行可能な溢水高さであること

を確認する。 

影響評価の考え方等については，別紙（32）に示す。 

 

6.3 現場確認による評価 

現場確認結果を別紙（33）に示す。 

 

 

 

 

 

現場ウォークダウンによる確認を実施し，地震発生時に

アクセスルート周辺に転倒する可能性のある常置品がある

場合，固縛等転倒防止処置により，アクセス性に与える影

響がないことを確認した。また，万一，周辺にある常置品

が転倒した場合であっても，通行可能な通路幅があるか，

通路幅がない場合は移設・撤去を行うため，アクセス性に

与える影響がないことを確認した。 

 

 

なお，仮置資機材は通行可能な通路幅が確保できるよう

な配置とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．地震による内部溢水の影響評価 

アクセスルートがある建物のフロアについて，地震に

より溢水源となるタンク等の損壊に伴い，各フロアにお

ける最大溢水水位で歩行可能な溢水高さであることを確

認する。 

影響評価の考え方等については，別紙(18)に示す。 

 

(3) 評価結果 

別紙(14)に現場確認結果，別紙(15)に機器等の転倒防止

処置等確認結果を示す。 

 

 

 

 

現場ウォークダウンによる確認を実施し，地震発生時に

アクセスルート周辺に転倒する可能性のある常置品及び仮

置資機材がある場合，固縛等の転倒防止処置により，アク

セス性に与える影響がないことを確認した。万一，周辺に

ある常置品及び仮置資機材が転倒した場合であっても，通

行可能な通路幅があり，また，通路幅が確保できない場合

は移設または撤去することでアクセス性に与える影響がな

いことを確認した。 

 

なお，仮置資機材は，通行可能な通路幅が確保できるよ

うな配置とする。 

加えて，周辺にある常設のボンベが転倒した場合を考慮

し，ボンベ固定器具の耐震補強による転倒防止の実施又は

アクセスルート近傍から撤去する。 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，火災

の影響評価を別紙(17)

に記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，現場

確認結果と機器等の転

倒防止処置等確認結果

を個別に記載 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，移設 

，撤去を行う 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，ボン

ベ固定器具の耐震補強

又は撤去を行う 
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(4) 屋内作業への影響 

1） 屋内アクセスルートへの影響 

通常運転時，作業に伴い一時的に足場を構築する場合

があるが，その場合は社内マニュアルに従い，足場材が

地震等により崩れた場合にも扉の開操作に支障となるこ

とがないように離隔距離をとる等考慮して設置するよう

運用管理するとともに，屋内作業に当たっては，溢水状

況，空間放射線量，環境温度等，現場の状況に応じて人

身安全を最優先に適切な放射線防護具を選定した上で，

適切なアクセスルートを選択する。 

 

 

2） アクセスルート通行時における通信連絡設備及び照明

の確保 

現場要員から中央制御室への報告，中央制御室から現

場要員への指示は，通常の連絡手段（送受話器（警報装

置を含む。）及び電力保安通信用電話設備）が使用でき

ない場合でも，携帯型音声呼出電話設備等の通信連絡設

備にて実施することが可能であり，屋内作業への影響は

ない。 

 

電源喪失等により建屋内の通常照明が使用できない場

合，要員は中央制御室に配備しているヘッドライト，懐

中電灯，LED ライトを使用することで，操作場所へのアク

セス，操作が可能である。また，通常照明が使用できな

い場合に使用を期待できる照明器具として，蓄電池内蔵

型照明を建屋内に設置しており，屋内作業への影響はな

い（別紙 17，別紙 20 参照）。 

 

 

また，有効性評価における重要事故シーケンスで評価し

ている屋内の現場作業について第 25 表に示すとおり，有効

性評価における想定時間内に作業が実施できることを確認

した。暗所，溢水，資機材の転倒等を考慮し，仮に移動時

間を 1.5 倍とした場合であっても，有効性評価における事

象発生からの作業開始想定時間及びそれ以前の作業の状況

を踏まえると，有効性評価想定時間内に作業が実施可能で

あることを確認した（防護具着用時間は「重大事故等対策

6.4 屋内作業への影響について 

(1) 作業環境 

通常運転時，作業に伴い一時的に足場を構築する場合

があるが，その場合は社内マニュアルに定める運用（足

場材が地震等により崩れた場合にも扉の開操作に支障と

なることがないように離隔距離をとる等考慮して設置す

る等）により管理するとともに，屋内作業に当たって

は，溢水状況，空間放射線量，環境温度，薬品漏えい

等，現場の状況に応じて人身安全を最優先に適切な放射

線防護具や薬品防護具を選定した上で，アクセスルート

を通行する。（別紙（36）参照） 

 

(2) アクセスルート通行時における通信手段及び照明の確 

  保 

現場要員から中央制御室への報告，中央制御室から現

場要員への指示は，通常の連絡手段（運転指令設備送受

話器（ページング）及び電力保安通信用電話設備）が使

用できない場合でも，携行型有線通話装置，無線連絡設

備等の通信手段にて実施することが可能であり，屋内作

業への影響はない。 

 

電源喪失等により建屋内の通常照明が使用できない場

合，要員は中央制御室等に配備しているヘッドライト，

LED ライト等を使用することで，操作場所へのアクセス，

操作が可能である。（別紙（28）参照） 

 

 

 

 

6.5 作業の成立性 

有効性評価における重要事故シーケンスで評価している

屋内の現場作業について第 6－3表に示すとおり，有効性評

価における想定時間内に作業が実施できることを確認し

た。経路上の溢水を考慮し，仮に移動時間を 1.5 倍とした

場合であっても，有効性評価における事象発生からの作業

開始想定時間及びそれ以前の作業の状況を確認した結果，

有効性評価想定時間内に作業が実施可能であることを確認

した。 

(4) 屋内作業への影響について 

ａ．作業環境 

通常運転時，作業に伴い一時的に足場を構築する場合

があるが，その場合は社内規程に定める運用（足場材が

地震等により崩れた場合にも扉の開操作に支障となるこ

とがないように離隔距離をとる等考慮して設置する等）

により管理するとともに，屋内作業に当たっては，溢水

状況，空間放射線量，環境温度，薬品漏えい等，現場の

状況に応じて人身安全を最優先に適切な放射線防護具や

薬品防護具を選定した上で，適切なアクセスルートを通

行する。（別紙(35)参照） 

 

ｂ．アクセスルート通行時における通信手段及び照明の確

保 

緊急時対策要員から中央制御室への報告，中央制御室

から緊急時対策要員への指示は，通常の連絡手段（所内

通信連絡設備（ハンドセットステーション）及び電力保

安通信用電話設備）が使用できない場合でも，有線式通

信設備等の通信手段にて実施することが可能であり，屋

内作業への影響はない。 

 

電源喪失等により建物内の通常照明が使用できない場

合，緊急時対策要員は中央制御室に配備しているヘッド

ライト，懐中電灯，LED ライトを使用することで，操作場

所へのアクセス，操作が可能である。また，通常照明が

使用できない場合に使用を期待できる照明器具として，

電源内蔵型照明を建物内に設置しており，屋内作業への

影響はない（別紙(13)，別紙(16)参照）。 

 

(5) 作業の成立性 

有効性評価における重要事故シーケンスで評価している

屋内の現場作業について第 5－4 表に示すとおり，有効性評

価における想定時間内に作業が実施できることを確認し

た。暗所，溢水，資機材の転倒等を考慮し，仮に移動時間

を 1.5 倍とした場合であっても，有効性評価における事象

発生からの作業開始想定時間及びそれ以前の作業の状況を

確認した結果，有効性評価想定時間内に作業が実施可能で

あることを確認した（防護具着用時間は「重大事故等対策

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，蓄電

池内蔵型照明の配置を

別紙(13)に，照明器具

の概要を別紙(16)に記

載 
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の有効性評価」においてあらかじめ 10 分間の時間が考慮さ

れていることから，本評価では考慮していない。）。 

また，技術的能力 1.1～1.19 の重大事故等時において期

待する手順についても，地震随伴火災，地震随伴内部溢水

を考慮しても屋内に設定したアクセスルートを通行できる

ことを確認した。その結果については，別紙 17に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，技術的能力1.1～1.19 の重大事故等時において期

待する手順についても，地震随伴火災，地震随伴内部溢水

を考慮しても屋内に設定したアクセスルートを通行できる

ことを確認した。その結果については，別紙（31），（32

）に示す。 

 

 

 

 

 

 

の有効性評価」においてあらかじめ 10 分間の時間が考慮さ

れていることから，本評価では考慮していない。）。 

また，技術的能力 1.1～1.19 の重大事故等時において期

待する手順についても，地震随伴火災，地震随伴内部溢水

を考慮しても屋内に設定したアクセスルートを通行できる

ことを確認した。その結果については，別紙(13)に示す。 
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第 6－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧（1／9） 

 

第 5－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧(1/8)  

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る設備及び対応手順の

内容の相違 
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第 6－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧（2／9） 

 

  第 5－1表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧(2/8)  
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第 6－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧（3／9） 

 

第 5－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧(3/8) 
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第 6－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧（4／9） 

 

第 5－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧(4/8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0.2-241



   

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

第 22－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧(6 号炉)(5/10) 

 

 

 

 

 

第 6－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧（5／9） 

 

第 5－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 
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第 6－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧（6／9） 

 

第 5－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 
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屋内現場操作一覧（7／9） 

 

第 5－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧(7/8) 
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屋内現場操作一覧（8／9） 

 

第 5－1 表 技術的能力における対応手段で期待する 

屋内現場操作一覧(8/8) 
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  ・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，単独

申請 
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第 6－2 表 「重大事故等対策の有効性評価」屋内アクセスルー

ト整理表 

 

第 5－2 表 「重大事故等対策の有効性評価」屋内のアクセスル

ート整理表 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 プラントの相違によ

る有効性評価における

対応手段，作業場所の

相違（以下，本文-⑱の

相違） 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

本文-⑱の相違 
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第6－4表 屋内作業の成立性評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

本文-⑱の相違 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

本文-⑱の相違 
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6.発電所構外からの緊急時対策要員参集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電所構外からの緊急時対策要員の参集方法，参集ルート，

想定参集時間について，別紙 26 に示す。緊急時対策要員の大

多数は柏崎市及び刈羽村に居住しており，参集手段が徒歩移動

のみを想定した場合であっても約 6 時間で発電所に参集と考

えられること，また，年末年始及びゴールデンウィーク等の大

型連休に重大事故等が発生した場合であっても，5 時間 30 分

以内に参集可能な緊急時対策要員は 350 名以上と考えられる

ことから，10 時間以内に外部から発電所へ参集する 6 号炉及

び 7 号炉の対応を行うために必要な緊急時対策要員※（106 名

（1～7 号炉の対応を行う必要な要員は合計 114 名））は確保

可能である。 

また，事象発生から 10 時間以内の重大事故等発生時の対応

においては，発電所内に常時確保する 44 名の緊急時対策要員

により対応が可能であるが，早期に要員数が約 2 倍となれ

ば，より迅速・多様な重大事故等への対処が可能と考えられ

る。このため，徒歩参集，要員自身の被災，過酷な天候及び道

路の被害等を考慮し，事象発生から約 6 時間を目処に，外部

から発電所に参集する 40 名の緊急時対策要員※を確保する。 

 

 

 

 

 

※ 必要な要員数については，今後の訓練等の結果により人数を

見直す可能性がある。 

7. 発電所構外からの災害対策要員の参集 

発電所構外から発電所構内への災害対策要員の参集に対し

て，以下の考え方に基づき，複数の参集ルートを設定する。 

・発電所構内への参集に当たっては，必ず国道 245 号線を

通過することから，同国道の交通状態及び道路状態によ

るアクセス性の影響を受けないよう複数の参集ルートを

設定する。 

・敷地入口近傍に設置される 154kV 及び 275kV の送電鉄塔

の倒壊による参集ルートへの障害を想定し，鉄塔が倒壊

した場合でも影響を受けない参集ルートを設定する。 

・参集場所である緊急時対策所への参集ルートは，敷地高

さを踏まえ敷地を遡上する津波の影響を受けない参集ル

ートを設定する。 

発電所構外からの災害対策要員の参集方法，参集ルートにつ

いて，別紙（34）に示す。災害対策要員の大多数は東海村及び

東海村周辺のひたちなか市，那珂市に居住しており，災害対策

要員の参集手段を徒歩移動と想定した場合であっても，重大事

故等時に災害対策本部の体制が機能するために必要な要員（72

名※）は発災後 2時間以内に参集可能と考えられる。 

発電所構外から発電所までの参集ルートは複数あり，かつ比

較的平坦な土地であることからアクセス性に支障を来す可能性

は低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電所構外の広域において，津波による影響が考えられる場

合，被害・影響を受けると想定されるエリアを避けた参集ルー

トにて参集することとしている。 

また，敷地遡上津波を想定しても，参集ルートはその影響を

受けない。 

※ ただし，この要員数は今後の関連する検討により変更と 

なる可能性がある。 

6. 発電所構外からの緊急時対策要員参集   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電所構外からの緊急時対策要員の参集方法，参集ルート，

想定参集時間について，別紙（22）に示す。緊急時対策要員の

大多数は松江市内の半径 10km 圏内に居住しており，参集手段

が徒歩移動のみを想定した場合であっても，約７時間で発電所

に参集可能と考えられること，また，年末年始及びゴールデン

ウィーク等の大型連休に重大事故等が発生した場合であって

も，７時間以内に参集可能な要員は 150 名以上（発電所員約

540 名の約３割）と考えられる。このことから，夜間及び休日

（平日の勤務時間帯以外）の初動体制の拡大を図り，長期的な

事故対応を行うために外部から発電所へ参集する緊急時対策要

員（54 名※）は，要員参集の目安としている８時間以内に確保

可能であることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 必要な要員数については，今後の訓練等の結果により人数

を見直す可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員には期待していな

いが，一定の緊急時対

策要員が参集する目安

時間を設定 
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(1) 非常召集の流れ 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が

発生した場合に，発電所外にいる緊急時対策要員を速やか

に非常召集するため，「自動呼出・安否確認システム」，

「通信連絡設備」等を活用し，要員の非常召集を行う。 

新潟県内で震度 6 弱以上の地震が発生した場合には，非

常召集連絡がなくても自発的に参集する。 

 

地震等により家族，自宅等が被災した場合や自治体から

の避難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保し

た上で参集する。 

 

 

集合場所は，基本的には柏崎エネルギーホール又は刈羽

寮とするが，発電所からのプラント状況が確実に入手でき

る場合は，直接発電所へ参集可能とする。 

 

柏崎エネルギーホール又は刈羽寮に集合した要員は，発

電所対策本部と非常召集に係る以下の確認，調整を行い，

通信連絡設備，懐中電灯等を持参し，発電所と連絡を取り

ながら集団で移動する。柏崎エネルギーホール，刈羽寮に

は通信連絡設備として衛星電話設備（可搬型）を各 10 台配

備する。 

 

 

①発電所の状況（発電所への移動が可能なプラント状況か

どうか（原子炉格納容器ベントの実施見通し），発電所

に行くための必要な装備（放射線防護服，マスク，線量

計を含む）） 

②その他発電所で得られた情報（発電所への移動に関する

道路状況等，移動するうえで有益な情報 

③発電所へ移動する人の情報（人数，体調，移動手段（徒

歩，車両），連絡先） 

 

 

 

 

 

7.1 災害対策要員の参集の流れ 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合に，発電所及び待機所以外にいる災害対策要員をすみ

やかに非常招集するため，「一斉通報システム」，「通信連絡

手段」等を活用し災害対策要員の非常招集を行う。 

東海村周辺地域で震度 6弱以上の地震が発生した場合には，

非常招集の連絡がなくても支障がない限り発電所緊急時対策所

又は発電所外集合場所（第三滝坂寮）に参集する。 

なお，地震等により家族，自宅等が被災した場合や自治体か

らの避難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保した

上で参集する。 

 

 

招集する災害対策要員のうち，あらかじめ指名されている発

電所参集要員（拘束当番）である災害対策要員は，直接発電所

緊急時対策所に参集する。 

 

あらかじめ指名された発電所参集要員以外の要員は発電所外

の集合場所に参集し，災害対策本部の指示に従い対応する。発

電所外の集合場所に参集した要員は，災害対策本部と非常招集

に係る以下の確認，調整を行い，発電所に集団で移動する。 

 

 

 

 

①発電所の状況（設備及び所員の被災等） 

②参集した要員の確認（人数，体調等） 

③重大事故等対応に必要な装備（汚染防護具，マスク，線量計 

等） 

④発電所への持参品（通信連絡設備，照明機器等） 

⑤気象及び災害情報等 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 非常招集の流れ 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が

発生した場合に，発電所外にいる緊急時対策要員を速やか

に非常招集するため，「要員招集システム」，「通信連絡

手段」等を活用し，要員の非常招集を行う。 

松江市内で震度６弱以上の地震が発生した場合には，社

内規程に基づき，非常招集連絡がなくても自主的に参集す

る。 

地震等により，家族，自宅等が被災した場合や自治体か

らの避難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保

した上で参集する。 

 

 

集合場所は，基本的には構外参集拠点（緑ヶ丘施設，宮

内（社宅・寮）及び佐太前寮）とするが，発電所の状況が

確実に入手できる場合は，直接発電所へ参集可能とする。 

 

構外参集拠点（緑ヶ丘施設，宮内（社宅・寮）及び佐太

前寮）に集合した要員は，緊急時対策本部と非常招集に係

る以下の確認，調整を行い，通信連絡設備，懐中電灯等を

持参し，発電所と連絡を取りながら集団で移動する。構外

参集拠点（緑ヶ丘施設，宮内（社宅・寮）及び佐太前寮）

には通信連絡設備として衛星電話設備（携帯型）を各５台

配備 する。 

 

①発電所の状況（発電所への移動が可能なプラント状況

かどうか（格納容器ベントの実施見通し），発電所に

行くための必要な装備（放射線防護具，マスク，線量

計を含む）） 

②その他発電所で得られた情報（発電所への移動に関す

る道路状況等，移動する上で有益な情報） 

③発電所へ移動する人の情報（人数，体調，移動手段

（徒歩，車両），連絡先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 島根２号炉は，松江

市で震度６弱以上の地

震が発生した場合に全

所員が自主的に出社す

る運用 
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(2) 非常召集となる要員 

発電所対策本部（全体体制）については，発電所員約

1,120 名のうち，約 900 名（平成 29 年 4 月現在）が柏崎

市又は刈羽村に在住しており，数時間で相当数の要員の非

常召集が可能である。 

7.2 参集する災害対策要員 

発電所員の約 7割が東海村及び東海村周辺のひたちなか市，

那珂市などに居住（平成 28 年 7 月現在）しており，数時間で

相当数の災害対策要員の参集が可能である。 

 

(2) 非常招集となる要員 

緊急時対策本部（全体体制）については，発電所員約 540

名のうち，約 390 名（平成 31年４月現在）が松江市内の

10km 圏内に在住しており，数時間で相当数の要員の非常招

集が可能である。 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 島根２号炉は，立地

市町村（松江市）では

広範囲となるため，

10km 圏内を目安として

記載 
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7.別紙 

別紙 1 

アクセスルートへの外部事象の重畳による影響について 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（7） 

保管場所及びアクセスルートへの自然現象の重畳による 

影響について 

 

自然現象の重畳として，発電所敷地で想定される自然現象（地

震，津波を除く）として抽出した 11 事象（洪水，風（台風），

竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象，森

林火災，高潮）から，敷地に影響を及ぼすことがないと判断し

た，洪水及び高潮を除いた 9 事象に，地震及び津波を加えた 11

事象について影響を評価した。 

自然現象の組合せを第 1表に示す。 

事象 1を先発事象，事象 2を後発事象とする。 

 

第 1 表 自然現象の組合せ 

 

 

 

各自然現象がもたらす影響モードを第 2表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．別紙 

別紙（1） 

保管場所，屋外及び屋内アクセスルートへの自然現象の 

重畳による影響について 

   

自然現象の重畳として，発電所敷地で想定される自然現象（地

震，津波を除く）として抽出した 10 事象（洪水，風（台風），

竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，地滑り，火山の影響，生物学的

事象）から，敷地に影響を及ぼすことがないと判断した，洪水を

除いた９事象に，地震，津波及び人為事象として整理した森林火

災を加えた 12事象について影響を評価した。 

自然現象の組合せを第１表に示す。 

 

 

第１表 自然現象の組合せ 

 

 

各自然現象がもたらす影響モードを第２表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価方針の相違（別

紙（1）全体につい

て） 

【柏崎 6/7，東海第二】 

事象の組合せの考え

方として，２事象の重

畳を考慮しているが，

島根２号炉は，重畳の

考え方を第６条と整合

させ，発生頻度の高い

事象（風（台風）＋降

水，風（台風）＋凍結

＋積雪）についてはあ

らかじめ組み合わせて

いる。よって，風（台

風）については，降

水，凍結＋積雪それぞ

れとの重畳評価結果を

示していることから，

比較のため柏崎 6/7 及

び東海第二の評価結果

を一部再掲している。

また，島根２号炉は，

地滑りの影響も考慮 

【柏崎 6/7】 

事象の規模として，

組み合わせる事象の相

関性がある場合は主事

象，副事象ともに設計

基準を超えた場合を想

定し，相関性がない場

合は主事象は設計基準

を超えた場合まで，副

事象はプラント供用期

間中に発生する可能性

がある規模を想定して
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第 2 表 各自然現象がもたらす影響モード 

 

 

 

 

 

 

 

自然現象の組合せについて，設備の耐性，作業環境，屋外ル

ート，屋内ルートに対して，以下に基づき評価を実施した。 

 

1. 評価方針 

第 1 表に示す自然現象の組合せに対し，第 2 表の影響モ

ードを網羅的に組み合わせ確認する。確認の結果，影響モ

ードが単独の自然現象に比べ増長する可能性が高まる場

合，以下項目についてその内容を記載する。 

 

2. 評価対象及び内容 

（1） 設備の耐性 

保管場所にある重大事故等対処設備が重畳荷重等に

より機能喪失する可能性について記載する。 

 

（2） 作業環境 

保管場所での各種作業や，除雪・除灰等の屋外作業

を行う場合の環境について記載する。 

 

（3） 屋外ルート 

屋外アクセスルートについてがれき撤去，除雪・除 

第２表 各自然現象がもたらす影響モード 

 

 

自然現象の組合せについて，設備の耐性，作業環境，屋外ル

ート，屋内ルートに対して，以下に基づき評価を実施した。 

 

1. 評価方針 

第１表に示す自然現象の組合せに対し，第２表の影響モ

ードを網羅的に組み合わせ確認する。確認の結果，影響モ

ードが単独の自然現象に比べ増長する可能性が高まる場

合，以下項目についてその内容を記載する。 

 

2. 評価対象及び内容 

（1） 設備の耐性 

保管場所にある重大事故等対処設備が重畳荷重等に

より機能喪失する可能性について記載する。 

 

（2） 作業環境 

保管場所での各種作業や，除雪・除灰等の屋外作業

を行う場合の環境について記載する。 

 

（3） 屋外のアクセスルート 

屋外のアクセスルート（以下，「屋外ルート」とい 

いるが，島根２号炉

は，相関性の有無に関

わらず設計基準規模を

想定 

【東海第二】 

事象の発生順序とし

て，２事象の組合せに

おいて，東海第二は各

事象が先発事象となる

場合と後発事象となる

場合についてそれぞれ

項目を分けて記載して

いるが，島根２号炉は

１つの項目にまとめて

記載 
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（21a）降水 × 風 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 降水時に風の飛散物の撤去作業を行う必要

があるため作業効率が低下するものの，全

く作業ができなくなることは考えにくい。 

   屋 外 ルート： 降水時に風の飛散物の撤去作業を行う必要

があるため作業効率が低下するものの，全

く作業ができなくなることは考えにくい。 

 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（21b）風 × 降水 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 降水時に風の飛散物の撤去作業を行う必要

があるため作業効率が低下するものの，全

く作業ができなくなることは考えにくい。

気象予報により屋外での作業が困難なレベ

ルの強風が想定される場合はプラントを停

止する。 

   屋 外 ルート： 降水時に風による飛散物の撤去作業を行う

必要があるため作業効率が低下するもの

の，全く作業ができなくなることは考えに

くい。気象予報により屋外での作業が困難

なレベルの強風が想定される場合はプラン

トを停止する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

灰等の屋外作業を行う場合の環境について記載する。 

 

 

（4） 屋内ルート 

屋内アクセスルートへの荷重等による影響について記載する。 

 

 

 

3. 評価結果 

（16a) 降水×風（台風）  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（16b) 風（台風）×降水  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

う。）についてがれき撤去，除雪・除灰等の屋外作業

を行う場合の環境について記載する。 

 

（4） 屋内のアクセスルート 

屋内のアクセスルート（以下，「屋内ルート」とい

う。）への荷重等による影響について記載する。 

3. 評価結果 

（Ａ）風（台風）×降水 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：降水時に風の飛散物の撤去作業を行う必要

があるため作業効率が低下するものの，対

応は可能である 

屋外ルート：降水時に風の飛散物の撤去作業を行う必要

があるため作業効率が低下するものの，対

応は可能である。ルートは複数あるため，

飛散物の少ないルートを選択する 

屋内ルート：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(21ab)と比較 

・東海第二における

(16ab)と比較 

 

（Ａ）における相違理

由は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，プラ

ント停止に関する記載

はしていない 

【東海第二】 

想定する事象の相違 
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（28a）積雪 × 風 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

   作 業 環 境： 除雪作業と風の飛散物撤去作業が必要であ

り作業物量が増加するが，対応は可能であ

る。 

 

 

 

   屋 外 ルート： 除雪作業と風の飛散物撤去作業が必要であ

り作業物量が増加するが，複数ルートのう

ち，飛散物の影響が少ないルートを選択し

て除雪することにより対応は可能である。 

 

 

 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

（28b）風 × 積雪 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 除雪作業と風の飛散物撤去作業が必要であ

り作業物量が増加するが，対応は可能であ

る。気象予報により屋外での作業が困難な

レベルの強風が想定される場合はプラント

を停止する。 

   屋 外 ルート： 除雪作業と風の飛散物撤去作業が必要であ

り作業物量が増加するが，複数ルートのう

ち，飛散物の影響が少ないルートを選択し

て除雪することにより影響は限定的。気象

予報により屋外での作業が困難なレベルの

強風が想定される場合はプラントを停止す

る。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（31a）積雪×風（台風）  

設備の耐性 ：積雪荷重に風荷重が加わることによる荷重

の増加が考えられるが，除雪することで影

響を緩和可能 

作 業 環 境 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：積雪荷重と風荷重が加わることによる荷重

の増加が考えられるが，設計上考慮する荷

重として積雪荷重と風荷重を考慮している

ことから，影響なし 

 

（31b）風（台風）×積雪  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（Ｂ）風（台風）×凍結×積雪 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

 

 

作業環境 ：強風を避けて除雪作業を実施する必要があ

る。除雪作業と風の飛散物撤去作業が輻輳

するため作業量が増加するものの，対応は

可能である。（気象予報を踏まえ，凍結が

想定される場合は，重機等を暖機運転す

る。） 

屋外ルート：強風を避けて除雪作業を実施する必要があ

る。除雪作業と風の飛散物撤去作業が輻輳

するため作業量が増加するものの，複数ル

ートのうち，飛散物の影響が少ないルート

を選択して除雪することにより対応は可能

である。（気象予報を踏まえ，凍結が想定

される場合は，重機等を暖機運転する。） 

屋内ルート：積雪荷重と風荷重が加わることによる荷重

の増加が考えられるが，設計上考慮する荷

重として積雪荷重と風荷重を考慮している

ことから，影響なし 

・柏崎 6/7 における

(28ab)，(30ab)，

(36ab)と比較 

・東海第二における

(3ab)，(7ab)，

(31ab)と比較 

 

（Ｂ）における相違理

由は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，プラ

ント停止に関する記載

はしていない 

【東海第二】 

想定する事象の相違 
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（30a）積雪 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（気象予報を踏

まえ，凍結（低温）が想定される場合は，

重機等を暖機運転する。） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（気象予報を踏

まえ，凍結（低温）が想定される場合は，

重機等を暖機運転する。） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（30b）凍結（低温） × 積雪 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（気象予報を踏

まえ，凍結（低温）が想定される場合は，

重機等を暖機運転する。） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（気象予報を踏

まえ，凍結（低温）が想定される場合は，

重機等を暖機運転する。） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（36a）風 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（36b）凍結（低温） × 風 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

（3b）積雪×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（3a）凍結×積雪  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（7b）風（台風）×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（7a）凍結×風（台風）  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 
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（20a）降水 × 積雪 （積雪後の降水） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長するが，影響な

し。 

 

（20b）積雪 × 降水 （積雪後の降水） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長するが，影響な

し。 

 

（23a）降水 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。（積雪の単独事

象に包絡） 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（積雪の単独事

象に包絡） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（積雪の単独事

象に包絡） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（23b）凍結（低温） × 降水 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。（凍結（低

温），積雪の各単独事象に包絡） 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（凍結（低

温），積雪の各単独事象に包絡） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（凍結（低

温），積雪の各単独事象に包絡） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

（12a）降水×積雪  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

（12b）積雪×降水  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

（1b）降水×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

 

（1a）凍結×降水  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

(1) 風（台風）×降水×凍結×積雪 

凍結と降水，降水と積雪は同時に発生することは考えら

れない又は与える影響が自然現象を重ね合わせることで

個々の自然現象が与える影響より緩和されることから，上

記「(Ａ) 風（台風）×降水」又は「(Ｂ) 風（台風）×

凍結×積雪」における評価に包含される。 

 

・柏崎 6/7 における

(20ab)，(23ab)と比

較 

・東海第二における

(1ab)，(12ab)と比較 

 

(1)における相違理由は

以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，第６

条における重畳の考え

方と同様，凍結と降

水，降水と積雪は重畳

によりその影響は増長

しないと想定 
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（22a）降水 × 竜巻 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 竜巻通過後，降水中に竜巻飛散物の撤去作

業を行う必要があるため作業効率が低下す

るものの，全く作業ができなくなることは

考えにくい。 

 

   屋 外 ルート： 竜巻通過後，降水中に竜巻飛散物の撤去作

業を行う必要があるため作業効率が低下す

るものの，全く作業ができなくなることは

考えにくい。 

 

 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（22b）竜巻 × 降水 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

   作 業 環 境： 竜巻通過後，降水中に竜巻飛散物の撤去作

業を行う必要があるため作業効率が低下す

るものの，全く作業ができなくなることは

考えにくい。 

   屋 外 ルート： 竜巻通過後，降水中に竜巻飛散物の撤去作

業を行う必要があるため作業効率が低下す

るものの，全く作業ができなくなることは

考えにくい。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（35a）風 × 竜巻 

   保管場所の耐性： 横転等により機能喪失する可能性が増加す

るが，竜巻の影響は局所的である。（保管

場所は位置的分散がされている） 

   作 業 環 境： 風と竜巻の飛散物撤去作業が必要であり作

業物量が増加するが，対応は可能である。

気象予報により屋外での作業が困難なレベ

ルの強風が想定される場合はプラントを停

止する。 

（17a）降水×竜巻  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（17b）竜巻×降水  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（50a）風（台風）×竜巻  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

(2) 風（台風）×降水×竜巻 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：風と竜巻の飛散物撤去作業が輻輳するため

作業量が増加するものの，対応は可能であ

る。また，降水中に飛散物の撤去作業を行

う必要があるため作業効率が低下するもの

の，対応は可能である 

屋外ルート：風と竜巻の飛散物撤去作業が輻輳するため

作業量が増加するものの，対応は可能であ

る。また，降水中に飛散物の撤去作業を行

う必要があるため作業効率が低下するもの

の，対応は可能である。ルートは複数ある

ため，飛散物の少ないルートを選択する 

屋内ルート：増長する影響モードなし 

 

・柏崎 6/7 における

(22ab)，(35ab)と比

較 

・東海第二における

(17ab)，(50ab)と比

較 

 

(2)における相違理由は

以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，プラ

ント停止に関する記載

はしていない 

【柏崎 6/7，東海第二】 

想定する事象の相違 
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屋 外 ルート： 風と竜巻の飛散物撤去作業が必要であり

作業物量が増加するが，対応は可能であ

る。気象予報により屋外での作業が困難

なレベルの強風が想定される場合はプラ

ントを停止する。 

屋 内 ルート： 建屋に作用する荷重は増長するが，影響

なし。 

 

（35b）竜巻 × 風 

   保管場所の耐性： 横転等により機能喪失する可能性が増加す

るが，竜巻の影響は局所的。（保管場所は

位置的分散がされている） 

   作 業 環 境： 風と竜巻の飛散物撤去作業が必要であり作

業物量が増加するが，対応は可能である。 

   屋 外 ルート： 風と竜巻の飛散物撤去作業が必要であり作

業物量が増加するが，対応は可能である。 

   屋 内 ルート： 建屋に作用する荷重は増長するが，影響な

し。 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

（50b）竜巻×風（台風）  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 
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（24a）降水 × 落雷 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（24b）落雷 × 降水 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（37a）風 × 落雷 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 風の飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。気象予報を踏まえ，屋外作業

ができないレベルの強風が想定される場合

はプラントを停止する。 

   屋 外 ルート： 風の飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。気象予報を踏まえ，屋外作業

ができないレベルの強風が想定される場合

はプラントを停止する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

（19a）降水×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（19b）落雷×降水  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（52a）風（台風）×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

 

 

(3) 風（台風）×降水×落雷 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：降水時に風の飛散物の撤去作業を行う必要

があるため作業効率が低下し，落雷を避け

て作業を実施する必要があるが，対応は可

能である。 

屋外ルート：降水時に風の飛散物の撤去作業を行う必要

があるため作業効率が低下し，落雷を避け

て作業を実施する必要があるが，ルートは

複数あるため，飛散物の影響が少ないルー

トを選択する。 

屋内ルート：増長する影響モードなし 

 

・柏崎 6/7 における

(24ab)，(37ab)と比

較 

・東海第二における

(19ab)，(52ab)と比

較 

 

(3)における相違理由は

以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，プラ

ント停止に関する記載

はしていない 

【東海第二】 

想定する事象の相違 
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（37b）落雷 × 風 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 風の飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。 

   屋 外 ルート： 風の飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

（52b）落雷×風（台風）  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

   

 

 (4) 風（台風）×降水×地滑り 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：風の飛散物撤去作業と堆積土砂の撤去作業

が輻輳するため作業量が増加し，降水時に

作業を行う必要があるため作業効率が低下

するものの，対応は可能である。ただし，

降水の影響が強い場合は地滑りの危険性が

あるため，降水の状況を見極めて対応する 

屋外ルート：風の飛散物撤去作業と堆積土砂の撤去作業

が輻輳するため作業量が増加し，降水時に

作業を行う必要があるため作業効率が低下

するものの，対応は可能である。ただし，

降水の影響が強い場合は地滑りの危険性が

あるため，降水の状況を見極めて対応す

る。ルートは複数あるため，飛散物及び堆

積土砂の少ないルートを選択する 

屋内ルート：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

・考慮事象の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地滑

りについて考慮 

 

 

 

（25a）降水 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 湿分を吸収することにより，降下火砕物の

荷重が増長するが，除灰するため影響な

し。 

   作 業 環 境： 重大事故等対処設備上の降下火砕物の撤去

等，重機を用いない除灰作業の負担が増加

（14a）降水×火山の影響  

設備の耐性 ：降下火砕物が湿分を吸収することによる荷

重増加が考えられるが，除灰することで影

響を緩和可能 

作 業 環 境 ：降下火砕物が湿分を吸収することによっ

て，除灰の作業量が増加するが，対応は可

(5) 風（台風）×降水×火山の影響 

設備の耐性：降下火砕物が湿分を吸収することによる荷

重増加が考えられるが，除灰することで影

響を緩和可能 

作業環境 ：強風を避けて除灰を実施する必要があり，

風の飛散物撤去作業と除灰作業が輻輳し，

・柏崎 6/7 における

(25ab)，(38ab)と比

較 

・東海第二における

(14ab)，(42ab)と比

較 
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するものの，湿潤状態の降下火砕物を想定

した除灰体制とするため，影響なし。 

 

 

 

 

 

 

   屋 外 ルート： 重機で除灰するため影響なし。ただし，降

水の影響が強い場合は斜面で泥流のような

状況になり得るため，降水が弱まるまで作

業不可能。降水の状況を見極めて対応す

る。 

 

 

 

 

 

屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長するが，影響な

し。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（25b）火山の影響 × 降水 

   保管場所の耐性： 湿分を吸収することにより，降下火砕物の

荷重が増長するが，除灰するため影響な

し。 

   作 業 環 境： 重大事故等対処設備上の降下火砕物の撤去

等，重機を用いない除灰作業の負担が増加

するものの，湿潤状態の降下火砕物を想定

した除灰体制とするため，影響なし。 

   屋 外 ルート： 重機で除灰するため影響なし。ただし，降

水の影響が強い場合は斜面で泥流のような

能 

 

 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：降下火砕物が湿分を吸収することによる荷

重増加が考えられるが，設計上考慮する荷

重として湿分を含んだ降下火砕物の堆積荷

重を考慮していることから，影響なし 

 

 

 

 

 

 

（14b）火山の影響×降水  

設備の耐性 ：降下火砕物が湿分を吸収することによる荷

重増加が考えられるが，除灰することで影

響を緩和可能 

作 業 環 境 ：降下火砕物が湿分を吸収することによっ

て，除灰の作業量が増加するが，対応は可

能 

 

屋外ルート ：同上 

 

降下火砕物が湿分を吸収することによっ

て，除灰の作業量が増加するものの，対応

は可能である。降水時に作業を行う必要が

あるため作業効率が低下するものの，対応

は可能である。また，降水により重大事故

等対処設備上の降下火砕物の撤去等，重機

を用いない除灰作業の負担が増加するもの

の，対応は可能である。 

屋外ルート：強風を避けて除灰を実施する必要がある。

風の飛散物撤去作業と除灰作業が輻輳し，

降下火砕物が湿分を吸収することによっ

て，除灰の作業量が増加する。降水時に作

業を行う必要があるため作業効率が低下す

るものの，対応は可能である。ただし，降

水の影響が強い場合は斜面で泥流のような

状況になり得るため，降水の状況を見極め

て対応する。ルートは複数あるため，飛散

物の少ないルートの除灰作業を優先する。 

屋内ルート：降下火砕物が湿分を吸収することによる荷

重増加が考えられるが，設計上考慮する荷

重として湿分を含んだ降下火砕物の堆積荷

重を考慮していることから，影響なし。ま

た，降下火砕物の堆積荷重に風荷重が加わ

ることによる荷重の増加が考えられるが，

設計上考慮する荷重として降下火砕物の荷

重と風荷重を考慮していることから，影響

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)における相違理由は

以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，プラ

ント停止に関する記載

はしていない 

【柏崎 6/7，東海第二】 

想定する事象の相違 
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状況になり得るため，降水が弱まるまで作

業不可能。降水の状況を見極めて対応す

る。 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長するが，影響な

し。 

 

 

 

（38a）風 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 強風を避けて除灰を実施する必要がある。

気象予報を踏まえ，屋外作業ができないレ

ベルの強風が想定される場合はプラントを

停止する。 

   屋 外 ルート： 強風を避けて除灰を実施する必要がある。

気象予報を踏まえ，屋外作業ができないレ

ベルの強風が想定される場合はプラントを

停止する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（38b）火山の影響 × 風 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

   作 業 環 境： 強風を避けて除灰を実施する必要がある。 

   屋 外 ルート： 強風を避けて除灰を実施する必要がある。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：降下火砕物が湿分を吸収することによる荷

重増加が考えられるが，設計上考慮する荷

重として湿分を含んだ降下火砕物の堆積荷

重を考慮していることから，影響なし 

 

（42b）風（台風）×火山の影響  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（42a）火山の影響×風（台風）  

設備の耐性 ：降下火砕物の堆積荷重に風荷重が加わるこ

とによる荷重の増加が考えられるが，除灰

することで影響を緩和可能 

作 業 環 境 ：増長する影響モードなし 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：降下火砕物の堆積荷重に風荷重が加わるこ

とによる荷重の増加が考えられるが，設計

上考慮する荷重として降下火砕物の荷重と

風荷重を考慮していることから，影響なし 
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（27a）降水 × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（27b）生物学的事象 × 降水 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（40a）風 × 生物学的事象   

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（40b）生物学的事象 × 風 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

（15a）降水×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（15b）生物学的事象×降水  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（46b）風（台風）×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（46a）生物学的事象×風（台風）  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

(6) 風（台風）×降水×生物学的事象 

風（台風）と生物学的事象，降水と生物学的事象は重畳

により影響が増長することはないことから，上記「(Ａ) 

風（台風）×降水」における評価に包含される。 

 

・柏崎 6/7 における

(27ab)，(40ab)と比

較 

・東海第二における

(15ab)，(46ab)と比

較 

 

 

 

 

（39a）風 × 森林火災 

 

 

 

 

 

   保管場所の耐性： 火線強度が増長する。防火帯は一定の裕度

を有しているが，防火帯を越えて延焼する

可能性がある。防火帯の設計想定以上の強

風でかつ，森林火災が発生した場合は重大

事故等対処設備を移動する。気象予報を踏

まえ，移動作業もできないレベルの強風が

想定される場合はプラントを停止する。 

 

 

（51a）風（台風）×森林火災  

 

 

 

 

 

設備の耐性 ：風（台風）により，輻射熱が大きくなるこ

とが想定されるが，保守的な条件で評価し

た森林火災影響評価に基づいた離隔距離を

確保している。 

 

 

 

 

  

(7) 風（台風）×降水×森林火災 

降水と森林火災は与える影響が重畳することで個々の事

象が与える影響より緩和されることから，風（台風）と森

林火災による影響を想定する。風（台風）と降水の重畳に

よる影響については，上記「(Ａ) 風（台風）×降水」を

参照。 

設備の耐性：火線強度が増長する。防火帯は一定の裕度

を有しているが，防火帯を越えて延焼する

可能性がある。防火帯の設計想定以上の強

風でかつ，森林火災が発生した場合には，

重大事故等対処設備を移動する。 

 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(26ab)，(39ab)と比

較 

・東海第二における

(18ab)，(51ab)と比

較 

 

(7)における相違理由は

以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数
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   作 業 環 境： 強風の場合は重大事故等対処設備を移動す

る。気象予報を踏まえ，移動作業もできな

いレベルの強風が想定される場合はプラン

トを停止する。 

   屋 外 ルート： 高台より西側（海側）のアクセスルート，

サブルートを移動する。防火帯を越えて延

焼してきた場合でも，プラント周辺は非植

生のため，消火活動を踏まえて対応。 

 

   屋 内 ルート： プラント周辺は非植生のため，影響なし。 

 

 

（39b）森林火災 × 風   

 保管場所の耐性： 火線強度が増長する。防火帯は一定の裕度を

有しているが，防火帯を越えて延焼する可

能性がある。 

 

   作 業 環 境： 強風の場合は重大事故等対処設備を移動す

る。気象予報を踏まえ，移動作業もできな

いレベルの強風が想定される場合はプラン

トを停止する。 

   屋 外 ルート： 高台より西側（海側）のアクセスルート，

サブルートを移動する。防火帯を越えて延

焼してきた場合でも，プラント周辺は非植

生のため，消火活動を踏まえて対応。 

   屋 内 ルート： プラント周辺は非植生のため，影響なし。 

 

（26a）降水 × 森林火災 

   保管場所の耐性： 影響が緩和される組み合わせのため，それ

ぞれ単独事象に包絡。 

   作 業 環 境： 影響が緩和される組み合わせのため，それ

ぞれ単独事象に包絡。 

   屋 外 ルート： 影響が緩和される組み合わせのため，それ

ぞれ単独事象に包絡。 

   屋 内 ルート： 影響が緩和される組み合わせのため，それ

ぞれ単独事象に包絡。 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

屋内ルート ：増長する影響モードなし 

 

 

（51b）森林火災×風（台風）  

設備の耐性 ：風（台風）により，輻射熱が大きくなるこ

とが想定されるが，保守的な条件で評価し

た森林火災影響評価に基づいた離隔距離を

確保している。 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：増長する影響モードなし 

 

（18a）降水×森林火災  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

 

作業環境 ：重大事故等対処設備への影響が想定される

場合には，重大事故等対処設備を移動す

る。 

 

屋外ルート：防火帯を越えて延焼してきた場合でも，消

火活動を踏まえて対応。また，複数ルート

のうち，森林火災の影響が少ないルートを

選択して風の飛散物の撤去作業を実施する

ことにより対応は可能である。 

屋内ルート：建物まで林縁からの離隔があるため，影響

なし。 

 

の相違 

【柏崎 6/7】 

選択するルートの相

違。島根２号炉は，植

生有無に関わらず消火

活動を実施。また，島

根２号炉は，プラント

停止に関する記載はし

ていない 

【東海第二】 

想定する事象の相違 
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（26b）森林火災 × 降水 

   保管場所の耐性： 影響が緩和される組み合わせのため，それ

ぞれ単独事象に包絡。 

   作 業 環 境： 影響が緩和される組み合わせのため，それ

ぞれ単独事象に包絡。 

   屋 外 ルート： 影響が緩和される組み合わせのため，それ

ぞれ単独事象に包絡。 

   屋 内 ルート： 影響が緩和される組み合わせのため，それ

ぞれ単独事象に包絡。 

（18b）森林火災×降水  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

（2a）地震 × 降水 

 

 

 

 

   保管場所の耐性： 降水により地滑りが発生しやすい状況にな

り得る。重大事故等対処設備が機能喪失し

ても設計基準事故対処設備については機能

を維持する。また，重大事故等対処設備は

複数箇所に分散配置されているため，同時

に機能喪失することは考えにくい。 

   作 業 環 境： 降水時に段差等の整地作業を行う必要があ

るため，作業効率が低下するものの，全く

作業ができなくなることは考えにくい。 

   屋 外 ルート： 降水時に斜面崩壊土砂撤去及び段差等の整

地作業を行う必要があるため，作業効率が

低下するものの，全く作業ができなくなる

ことは考えにくい。 

   屋 内 ルート： 建屋内のため影響なし。排水設備が地震で

損壊し，建屋屋上に滞留水が生じても全て

の排水設備が詰まることは考えにくい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11b）地震×降水  

 

 

 

 

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 風（台風）×降水×地震 

風（台風）と降水と地震は重畳により影響が増長するこ

とはないことから，風（台風）と地震，降水と地震の重畳

を想定する。なお，風（台風）と降水の重畳による影響に

ついては，上記「(Ａ) 風（台風）×降水」を参照。 

設備の耐性：地震の加振力と風圧が同時に作用した場合

は横転の可能性があるが，重畳が発生する

としても瞬時の事象であり，作用する力の

ベクトルも考慮に入れると発生頻度は極め

て低い 

 

作業環境 ：増長する影響モードなし 

 

 

屋外ルート：同上 

 

 

 

屋内ルート：地震荷重に風荷重が加わることによる荷重

増加が考えられるが，設計上考慮する荷重

として地震荷重と風荷重を考慮しているこ

とから，影響なし 

排水設備が地震で損壊し，建物屋上に滞留

水が生じてもすべての排水設備が詰まるこ

とは考えにくい 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(2ab)，(4ab)と比較 

・東海第二における

(11ab)，(24ab)と比

較 

 

(8)における相違理由は

以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，降水

起因の地滑りについて

は，「(34) 地滑り×

地震」にて評価。ま

た，島根２号炉は地震

による段差又は斜面崩

壊の影響を受けないル

ートを確保している 

【東海第二】 

想定する事象の相違 
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（2b）降水 × 地震 

   保管場所の耐性： 降水により地滑りが発生しやすい状況にな

り得る。重大事故等対処設備が機能喪失し

ても設計基準事故対処設備については機能

を維持する。また，重大事故等対処設備は

複数箇所に分散配置されているため，同時

に機能喪失することは考えにくい。 

作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 建屋内のため影響なし。排水設備が地震で

損壊し，建屋屋上に滞留水が生じても全て

の排水設備が詰まることは考えにくい。 

 

（4a）地震 × 風 

   保管場所の耐性： 地震の加振力と風圧が同時に作用した場合

は横転の可能性があるが，重畳が発生する

としても瞬時の事象であり，作用する力の

ベクトルも考慮に入れると発生頻度は極め

て低い。 

   作 業 環 境： 強風中に斜面崩壊土砂撤去及び段差の整地

作業を行うため，作業時間が増加する可能

性があるものの，作業不能となることは考

えにくい。 

   屋 外 ルート： 強風中に斜面崩壊土砂撤去及び段差の整地

作業を行うため，作業時間が増加する可能

性があるものの，作業不能となることは考

えにくい。 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長する可能性がある

が，影響なし。 

 

 

 

（4b）風 × 地震 

   保管場所の耐性： 地震の加振力と風圧が同時に作用した場合

は横転の可能性があるが，重畳が発生する

としても瞬時の事象であり，作用する力の

ベクトルも考慮に入れると発生頻度は極め

 

（11a）降水×地震  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

 

（24a）地震×風（台風）  

設備の耐性 ：地震荷重に風荷重が加わることによる荷重

増加が考えられるが，作用する力の方向も

考慮に入れると瞬時であり，同方向に荷重

が加わる頻度は極めて低い 

 

作 業 環 境 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：地震荷重に風荷重が加わることによる荷重

増加が考えられるが，設計上考慮する荷重

として地震荷重と風荷重を考慮しているこ

とから，影響なし 

 

（24b）風（台風）×地震  

設備の耐性 ：風荷重に地震荷重が加わることによる荷重

増加が考えられるが，作用する力の方向も

考慮に入れると瞬時であり，同方向に荷重

が加わる頻度は極めて低い 
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て低い。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長する可能性がある

が，影響なし。 

 

 

作 業 環 境 ：増長する影響モードなし 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：風荷重に地震荷重が加わることによる荷重

増加が考えられるが，設計上考慮する荷重

として地震荷重と風荷重を考慮しているこ

とから，影響なし 

 

 

（11a）津波 × 降水 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

 

   作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 設計基準を超える津波の場合，降水中にが

れきの撤去作業を行う必要があるため，作

業効率が低下するものの，全く作業ができ

なくなることは考えにくい。 

    屋 内 ルート： 浸水対策をしているため，影響なし。 

 

（11b）降水 × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 浸水対策をしているため，影響なし。 

 

 

 

（13a）津波 × 風 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

 

 

（13b）津波×降水  

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：増長する影響モードなし 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（13a）降水×津波  

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：増長する影響モードなし 

屋内ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，水密化された建屋内に設置しているこ

とから，影響なし 

 

（37a）津波×風（台風）  

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

 

 

(9) 風（台風）×降水×津波 

風（台風）と津波，降水と津波は重畳により影響が増長

することはないことから，上記「(Ａ) 風（台風）×降

水」における評価に包含される。 

 

 

 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(11ab)，(13ab)と比

較 

・東海第二における

(13ab)，(37ab)と比

較 

 

(9)における相違理由は

以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違。また，島根２

号炉は基準津波を想定 
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作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，保

管場所まで浸水することは現実的には考え

にくいため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 津波のがれきと風の飛散物の重畳により作

業量が増加するものの，作業不能となるこ

とは考えにくい。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

（13b）風 × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：増長する影響モードなし 

 

 

屋内ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，水密化された建屋内に設置しているこ

とから，影響なし 

 

（37b）風（台風）×津波  

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：増長する影響モードなし 

屋内ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，水密化された建屋内に設置しているこ

とから，影響なし 

 

 

（29a）積雪 × 竜巻 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

   作 業 環 境： 除雪作業と竜巻飛散物撤去作業が必要であ

り，積雪単独事象の場合より作業物量が増

加するものの，対応は可能である。 

   

 

 

   屋 外 ルート： 除雪作業と竜巻飛散物撤去作業が必要であ

り，積雪単独事象の場合より作業物量が増

加するものの，対応は可能である。 

 

 

 

 

 

（32a）積雪×竜巻  

設備の耐性 ：竜巻の風荷重により積雪荷重が緩和される

ことから，荷重の組合せは考慮しない 

作 業 環 境 ：除雪作業に加え，竜巻飛来物の撤去作業

が追加になり作業量が増加するが，対応

は可能 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

 

 

(10) 風（台風）×凍結×積雪×竜巻 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

 

作業環境 ：強風を避けて除雪作業を実施する必要があ

る。風と竜巻の飛散物撤去作業及び除雪作

業が輻輳するため作業量が増加するもの

の，対応は可能である（気象予報を踏ま

え，凍結が想定される場合は，重機等を暖

機運転する） 

屋外ルート：強風を避けて除雪作業を実施する必要があ

る。風と竜巻の飛散物撤去作業及び除雪作

業が輻輳するため作業量が増加するもの

の，複数ルートのうち，飛散物の影響が少

ないルートを選択して除雪することにより

対応は可能である（気象予報を踏まえ，凍

 

 

・柏崎 6/7 における

(29ab)，(35ab)，

(41ab)と比較 

・東海第二における

(8ab)，(32ab)，

(50ab)と比較 

 

(10)における相違理由

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 
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   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

（29b）竜巻 × 積雪 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 除雪作業と竜巻飛散物撤去作業が必要であ

り，竜巻の単独事象の場合より作業物量が

増加するものの，対応は可能である。 

   屋 外 ルート： 除雪作業と竜巻飛散物撤去作業が必要であ

り，竜巻の単独事象の場合より作業物量が

増加するものの，対応は可能である。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（35a）風 × 竜巻 

   保管場所の耐性： 横転等により機能喪失する可能性が増加す

るが，竜巻の影響は局所的である。（保管

場所は位置的分散がされている） 

   作 業 環 境： 風と竜巻の飛散物撤去作業が必要であり作

業物量が増加するが，対応は可能である。

気象予報により屋外での作業が困難なレベ

ルの強風が想定される場合はプラントを停

止する。 

   屋 外 ルート： 風と竜巻の飛散物撤去作業が必要であり作

業物量が増加するが，対応は可能である。

気象予報により屋外での作業が困難なレベ

ルの強風が想定される場合はプラントを停

止する。 

   屋 内 ルート： 建屋に作用する荷重は増長するが，影響な

し。 

 

（35b）竜巻 × 風 

   保管場所の耐性： 横転等により機能喪失する可能性が増加す

るが，竜巻の影響は局所的。（保管場所は

位置的分散がされている） 

   作 業 環 境： 風と竜巻の飛散物撤去作業が必要であり作

 

 

屋内ルート ：竜巻の風荷重により積雪荷重が緩和される

ことから，荷重の組合せは考慮しない 

 

（32b）竜巻×積雪  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（50a）風（台風）×竜巻  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

（50b）竜巻×風（台風）  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

結が想定される場合は，重機等を暖機運転

する） 

屋内ルート：増長する影響モードなし 

 

島根２号炉は，プラ

ント停止に関する記載

はしていない 

【東海第二】 

想定する事象の相違 
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業物量が増加するが，対応は可能である。 

   屋 外 ルート： 風と竜巻の飛散物撤去作業が必要であり作

業物量が増加するが，対応は可能である。 

   屋 内 ルート： 建屋に作用する荷重は増長するが，影響な

し。 

 

（41a）竜巻 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（竜巻通過後に

飛散物の撤去作業を実施） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（竜巻通過後に

飛散物の撤去作業を実施） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（41b）凍結（低温） × 竜巻 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（竜巻通過後に

飛散物の撤去作業を実施） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（竜巻通過後に

飛散物の撤去作業を実施） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

（8b）竜巻×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

 

（8a）凍結×竜巻  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

（31a）積雪 × 落雷 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 落雷の発生状況を踏まえて除雪を実施。落

雷の発生期間は短いと想定。 

 

 

 

 

 

   屋 外 ルート： 落雷の発生状況を踏まえて除雪を実施。落

雷の発生期間は短いと想定。 

 

 

 

 

 

 

（34a）積雪×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

 

 

(11) 風（台風）×凍結×積雪×落雷 

設備の耐性：増長する影響モードなし。 

作業環境 ：強風及び落雷を避けて除雪作業を実施する

必要がある。除雪作業と風の飛散物撤去作

業が輻輳するため作業量が増加するもの

の，対応は可能である。（気象予報を踏ま

え，凍結が想定される場合は，落雷警報等

を踏まえて重大事故等対処設備を暖機運転

する。） 

屋外ルート：強風及び落雷を避けて除雪作業を実施する

必要がある。除雪作業と風の飛散物撤去作

業が輻輳するため作業量が増加するもの

の，複数ルートのうち，飛散物の影響が少

ないルートを選択して除雪することにより

対応は可能である。（気象予報を踏まえ，

 

 

・柏崎 6/7 における

(31ab)，(37ab)，

(46ab)と比較 

・東海第二における

(10ab)，(34ab)，

(52ab)と比較 

 

(11)における相違理由

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 
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   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（31b）落雷 × 積雪 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 落雷の発生状況を踏まえて除雪を実施。落

雷の発生期間は短いと想定。 

   屋 外 ルート： 落雷の発生状況を踏まえて除雪を実施。落

雷の発生期間は短いと想定。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（37a）風 × 落雷 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 風の飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。気象予報を踏まえ，屋外作業

ができないレベルの強風が想定される場合

はプラントを停止する。 

 

 

   屋 外 ルート： 風の飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。気象予報を踏まえ，屋外作業

ができないレベルの強風が想定される場合

はプラントを停止する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（37b）落雷 × 風 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 風の飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（34b）落雷×積雪  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（52a）風（台風）×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（52b）落雷×風（台風）  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

凍結が想定される場合は，落雷警報等を踏

まえて重大事故等対処設備を暖機運転す

る。） 

屋内ルート：増長する影響モードなし。 

島根２号炉は，プラ

ント停止に関する記載

はしていない 

【東海第二】 

想定する事象の相違 
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   屋 外 ルート： 風の飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（46a）凍結（低温） × 落雷 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（気象予報，落

雷警報等を踏まえ，重大事故等対処設備を

暖機運転する。） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（気象予報，落

雷警報等を踏まえ，重大事故等対処設備を

暖機運転する。） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（46b）落雷 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（気象予報，落

雷警報等を踏まえ，重大事故等対処設備を

暖機運転する。） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（気象予報，落

雷警報等を踏まえ，重大事故等対処設備を

暖機運転する。） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（10a）凍結×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（10b）落雷×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

   

 

(12) 風（台風）×凍結×積雪×地滑り 

設備の耐性：増長する影響モードなし。 

作業環境 ：強風を避けて除雪作業及び堆積土砂の撤去

作業を実施する必要がある。風の飛散物撤

去作業と堆積土砂の撤去作業が輻輳するた

め作業量が増加するものの，対応は可能で

ある。（気象予報を踏まえ，凍結が想定さ

れる場合は，重機等を暖機運転する。） 

屋外ルート：強風を避けて除雪作業及び堆積土砂の撤去

作業を実施する必要がある。風の飛散物撤

去作業と堆積土砂の撤去作業が輻輳するた

 

 

・考慮事象の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地滑

りについて考慮 

 

 

 

1.0.2-313



  

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

め作業量が増加するものの，複数ルートの

うち堆積土砂の影響が少ないルートを選択

して飛散物撤去作業をすることにより対応

は可能である。（気象予報を踏まえ，凍結

が想定される場合は，重機等を暖機運転す

る。） 

屋内ルート：増長する影響モードなし。 

 

 

（32a）積雪 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 除雪・除灰の作業量が増加するものの，対

応は可能である。 

 

 

 

   作 業 環 境： 除雪・除灰の作業量が増加するものの，対

応は可能である。 

 

 

 

 

   屋 外 ルート： 除雪・除灰の作業量が増加するものの，対

応は可能である。 

 

 

 

 

 

 

   屋 内 ルート： 建屋にかかる荷重が増加。除雪・除灰にて

対応。 

 

 

 

 

（32b）火山の影響 × 積雪 

   保管場所の耐性： 除雪・除灰の作業量が増加するものの，対

応は可能である。 

 

 

（29a）積雪×火山の影響  

設備の耐性 ：積雪荷重に降下火砕物の堆積荷重が加わる

ことによる荷重増加が考えられるが，除雪

及び除灰することで影響を緩和可能 

 

 

作 業 環 境 ：除雪作業に加え，除灰作業が追加になり

作業量は増加するが，対応は可能 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：積雪荷重と降下火砕物の堆積荷重が加わる

ことによる荷重増加が考えられるが，設計

上考慮する荷重として積雪荷重と降下火砕

物の堆積荷重を考慮していることから，影

響なし 

 

（29b）火山の影響×積雪  

設備の耐性 ：降下火砕物の堆積荷重に積雪荷重が加わる

ことによる荷重増加が考えられるが，除灰

 

 

(13) 風（台風）×凍結×積雪×火山の影響 

設備の耐性：積雪荷重に降下火砕物の堆積荷重が加わる

ことによる荷重増加が考えられるが，除雪

及び除灰することで影響を緩和可能。除雪

作業及び除灰作業が輻輳するため作業量が

増加するものの，対応は可能である。 

作業環境 ：強風を避けて除雪作業及び除灰作業を実施

する必要がある。風の飛散物撤去作業，除

雪作業及び除灰作業が輻輳するため作業量

が増加するものの，対応は可能である。

（気象予報を踏まえ，重大事故等対処設備

を暖機運転する。） 

屋外ルート：強風を避けて除雪作業及び除灰作業を実施

する必要がある。風の飛散物撤去作業，除

雪作業及び除灰作業が輻輳するため作業量

が増加するものの，複数ルートのうち飛散

物の影響が少ないルートを選択して除雪及

び除灰をすることにより対応は可能であ

る。（気象予報を踏まえ，重大事故等対処

設備を暖機運転する。） 

屋内ルート：積雪荷重と降下火砕物の堆積荷重が加わる

ことによる荷重増加が考えられるが，設計

上考慮する荷重として積雪荷重と降下火砕

物の堆積荷重を考慮していることから，影

響なし 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(32ab)，(38ab)，

(47ab)と比較 

・東海第二における

(5ab)，(29ab)，

(42ab)と比較 

 

(13)における相違理由

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 

想定する事象規模の

相違。また，島根２号

炉は，プラント停止に

関する記載はしていな

い 
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   作 業 環 境： 除雪・除灰の作業量が増加するものの，対

応は可能である。 

   屋 外 ルート： 除雪・除灰の作業量が増加するものの，対

応は可能である。 

   屋 内 ルート： 建屋にかかる荷重が増加。除雪・除灰にて

対応。 

 

 

 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（38a）風 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 強風を避けて除灰を実施する必要がある。

気象予報を踏まえ，屋外作業ができないレ

ベルの強風が想定される場合はプラントを

停止する。 

   屋 外 ルート： 強風を避けて除灰を実施する必要がある。

気象予報を踏まえ，屋外作業ができないレ

ベルの強風が想定される場合はプラントを

停止する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（38b）火山の影響 × 風 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

   作 業 環 境： 強風を避けて除灰を実施する必要がある。 

   屋 外 ルート： 強風を避けて除灰を実施する必要がある。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

（47a）凍結（低温） × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（気象予報を踏

及び除雪することで影響を緩和可能 

作 業 環 境 ：除灰作業に加え，除雪作業が追加になり

作業量が増加するが，対応は可能 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：降下火砕物の堆積荷重に積雪荷重が加わる

ことによる荷重増加が考えられるが，設計

上考慮する荷重として降下火砕物の堆積荷

重と積雪荷重を考慮していることから，影

響なし 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（42b）風（台風）×火山の影響  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（42a）火山の影響×風（台風）  

設備の耐性 ：降下火砕物の堆積荷重に風荷重が加わるこ

とによる荷重の増加が考えられるが，除灰

することで影響を緩和可能 

作 業 環 境 ：増長する影響モードなし 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：降下火砕物の堆積荷重に風荷重が加わるこ

とによる荷重の増加が考えられるが，設計

上考慮する荷重として降下火砕物の荷重と

風荷重を考慮していることから，影響なし 

 

（5a）凍結×火山の影響  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 
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まえ，重大事故等対処設備を暖機運転す

る。） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（気象予報を踏

まえ，重大事故等対処設備を暖機運転す

る。） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（47b）火山の影響 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（気象予報を踏

まえ，重大事故等対処設備を暖機運転す

る。） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（気象予報を踏

まえ，重大事故等対処設備を暖機運転す

る。） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（5b）火山の影響×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

（34a）積雪 × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

 

 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（34b）生物学的事象 × 積雪 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

 

（30a）積雪×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（30b）生物学的事象×積雪  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

(14) 風（台風）×凍結×積雪×生物学的事象 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：強風を避けて除雪作業を実施する必要があ

る。除雪作業と風の飛散物撤去作業が輻輳

するため作業量が増加するものの，対応は

可能である。（気象予報を踏まえ，凍結が

想定される場合は，重機等を暖機運転す

る。） 

屋外ルート：強風を避けて除雪作業を実施する必要があ

る。除雪作業と風の飛散物撤去作業が輻輳

するため作業量が増加するものの，複数ル

ートのうち，飛散物の影響が少ないルート

を選択して除雪することにより対応は可能

である。（気象予報を踏まえ，凍結が想定

される場合は，重機等を暖機運転する。） 

屋内ルート：増長する影響モードなし 

 

 

・柏崎 6/7 における

(34ab)，(40ab)，

(49ab)と比較 

・東海第二における

(6ab)，(30ab)，

(46ab)と比較 

 

(14)における相違理由

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 
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   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（40a）風 × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（40b）生物学的事象 × 風 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（49a）凍結（低温） × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（49b）生物学的事象 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（46b）風（台風）×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（46a）生物学的事象×風（台風）  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（6a）凍結×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（6b）生物学的事象×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（39a）風 × 森林火災 

   保管場所の耐性： 火線強度が増長する。防火帯は一定の裕度

を有しているが，防火帯を越えて延焼する

可能性がある。防火帯の設計想定以上の強

風でかつ，森林火災が発生した場合は重大

事故等対処設備を移動する。気象予報を踏

まえ，移動作業もできないレベルの強風が

想定される場合はプラントを停止する。 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（51a）風（台風）×森林火災  

設備の耐性 ：風（台風）により，輻射熱が大きくなるこ

とが想定されるが，保守的な条件で評価し

た森林火災影響評価に基づいた離隔距離を

確保している。 

 

 

 

 

(15) 風（台風）×凍結×積雪×森林火災 

設備の耐性：火線強度が増長する。防火帯は一定の裕度

を有しているが，防火帯を越えて延焼する

可能性がある。防火帯の設計想定以上の強

風でかつ，森林火災が発生した場合には，

重大事故等対処設備を移動する。 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(33ab)，(39ab)，

(48ab)と比較 

・東海第二における

(9ab)，(33ab)，

(51ab)と比較 

 

(15)における相違理由
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   作 業 環 境： 強風の場合は重大事故等対処設備を移動す

る。気象予報を踏まえ，移動作業もできな

いレベルの強風が想定される場合はプラン

トを停止する。 

 

 

 

 

   屋 外 ルート： 高台より西側（海側）のアクセスルート，

サブルートを移動する。防火帯を越えて延

焼してきた場合でも，プラント周辺は非植

生のため，消火活動を踏まえて対応。 

 

 

 

 

 

 

屋 内 ルート： プラント周辺は非植生のため，影響な

し。 

 

（39b）森林火災 × 風 

   保管場所の耐性： 火線強度が増長する。防火帯は一定の裕度

を有しているが，防火帯を越えて延焼する

可能性がある。 

 

   作 業 環 境： 強風の場合は重大事故等対処設備を移動す

る。気象予報を踏まえ，移動作業もできな

いレベルの強風が想定される場合はプラン

トを停止する。 

   屋 外 ルート： 高台より西側（海側）のアクセスルート，

サブルートを移動する。防火帯を越えて延

焼してきた場合でも，プラント周辺は非植

生のため，消火活動を踏まえて対応。 

   屋 内 ルート： プラント周辺は非植生のため，影響なし。 

 

（33a）積雪 × 森林火災 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：増長する影響モードなし 

 

 

（51b）森林火災×風（台風）  

設備の耐性 ：風（台風）により，輻射熱が大きくなるこ

とが想定されるが，保守的な条件で評価し

た森林火災影響評価に基づいた離隔距離を

確保している。 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：増長する影響モードなし 

 

（33a）積雪×森林火災  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作業環境 ：重大事故等対処設備への影響が想定される

場合には，重大事故等対処設備を移動す

る。強風を避けて除雪作業を実施する必要

がある。除雪作業と風の飛散物撤去作業が

輻輳するため作業量が増加するものの，対

応は可能である。（気象予報を踏まえ，凍

結が想定される場合は，重機等を暖機運転

する。） 

屋外ルート：防火帯を越えて延焼してきた場合でも，消

火活動を踏まえて対応。強風を避けて除雪

作業を実施する必要がある。除雪作業，風

の飛散物撤去作業及び消火活動が輻輳する

ため作業量が増加するものの，複数ルート

のうち，森林火災の影響が少ないルートを

選択して除雪作業及び風の飛散物の撤去作

業を実施することにより対応は可能であ

る。（気象予報を踏まえ，凍結が想定され

る場合は，重機等を暖機運転する。） 

屋内ルート：建物まで林縁からの離隔があるため，影響

なし。 

 

 

 

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7】 

選択するルートの相

違。島根２号炉は，植

生有無に関わらず消火

活動を実施。また，プ

ラント停止に関する記

載はしていない 

【東海第二】 

想定する事象の相違 
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   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（33b）森林火災 × 積雪 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（48a）凍結（低温） × 森林火災 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（48b）森林火災 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（33b）森林火災×積雪  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（9a）凍結×森林火災  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（9b）森林火災×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

（3a）地震 × 積雪 

 

 

 

 

   保管場所の耐性： 重大事故等対処設備上に堆積した積雪は除

雪を行うため，地震時に影響が生じること

はない。 

 

 

 

 

 

   作 業 環 境： 除雪に加えて斜面崩壊土砂撤去及び段差の

整地作業が輻輳するため作業量が増加する

 

 

（20a）地震×積雪  

 

 

 

 

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

(16) 風（台風）×凍結×積雪×地震 

凍結と地震は重畳により影響が増長することはないこと

から，風（台風）と地震，積雪と地震の重畳を想定する。

なお，風（台風）と凍結と積雪の重畳による影響について

は，上記「(Ｂ) 風（台風）×凍結×積雪」を参照。 

設備の耐性：地震の加振力と風圧が同時に作用した場合

は横転の可能性があるが，重畳が発生する

としても瞬時の事象であり，作用する力の

ベクトルも考慮に入れると発生頻度は極め

て低い 

積雪荷重に地震荷重が加わることによる荷

重増加が考えられるが，除雪することで影

響を緩和可能 

作業環境 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(3ab)，(4ab)，(6ab)

と比較 

・東海第二における

(2ab)，(20ab)，

(24ab)と比較 

 

(16)における相違理由

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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ものの，作業不能となることは考えにくい 

   屋 外 ルート： 除雪に加えて段差の整地作業が輻輳するた

め作業量が増加するものの，作業不能とな

ることは考えにくい。 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長するが，影響な

し。 

 

 

 

 

（3b）積雪 × 地震 

   保管場所の耐性： 荷重は増長するが，影響なし。 

 

 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長するが，影響な

し。 

 

 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（4a）地震 × 風 

   保管場所の耐性： 地震の加振力と風圧が同時に作用した場合

は横転の可能性があるが，重畳が発生する

としても瞬時の事象であり，作用する力の

ベクトルも考慮に入れると発生頻度は極め

て低い。 

   作 業 環 境： 強風中に斜面崩壊土砂撤去及び段差の整地

作業を行うため，作業時間が増加する可能

性があるものの，作業不能となることは考

えにくい。 

   屋 外 ルート： 強風中に斜面崩壊土砂撤去及び段差の整地

作業を行うため，作業時間が増加する可能

性があるものの，作業不能となることは考

えにくい。 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長する可能性がある

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

 

 

 

（20b）積雪×地震  

設備の耐性 ：積雪荷重に地震荷重が加わることによる荷

重増加が考えられるが，除雪することで影

響を緩和可能 

作 業 環 境 ：増長する影響モードなし 

屋外ルート ：除雪作業に加え，がれき撤去作業が追加に

なり作業量は増加するが，対応は可能 

屋内ルート ：積雪荷重に地震荷重が加わることによる荷

重増加が考えられるが，設計上考慮する荷

重として積雪荷重と地震荷重の組合せを考

慮していることから，影響なし 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（24a）地震×風（台風）  

設備の耐性 ：地震荷重に風荷重が加わることによる荷重

増加が考えられるが，作用する力の方向も

考慮に入れると瞬時であり，同方向に荷重

が加わる頻度は極めて低い 

 

作 業 環 境 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：地震荷重に風荷重が加わることによる荷重

 

屋外ルート：同上 

 

 

屋内ルート：地震荷重に積雪荷重又は風荷重が加わるこ

とによる荷重増加が考えられるが，設計上

考慮する荷重として地震荷重と積雪荷重又

は風荷重の組合せを考慮していることか

ら，影響なし 

 

島根２号炉は，地震

による段差又は斜面崩

壊の影響を受けないル

ートを確保している 

【東海第二】 

想定する事象の相違 
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が，影響なし。 

 

 

 

（4b）風 × 地震 

   保管場所の耐性： 地震の加振力と風圧が同時に作用した場合

は横転の可能性があるが，重畳が発生する

としても瞬時の事象であり，作用する力の

ベクトルも考慮に入れると発生頻度は極め

て低い。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長する可能性がある

が，影響なし。 

 

 

 

（6a）地震 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（6b）凍結（低温） × 地震 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

増加が考えられるが，設計上考慮する荷重

として地震荷重と風荷重を考慮しているこ

とから，影響なし 

 

（24b）風（台風）×地震  

設備の耐性 ：風荷重に地震荷重が加わることによる荷重

増加が考えられるが，作用する力の方向も

考慮に入れると瞬時であり，同方向に荷重

が加わる頻度は極めて低い 

 

作 業 環 境 ：増長する影響モードなし 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：風荷重に地震荷重が加わることによる荷重

増加が考えられるが，設計上考慮する荷重と

して地震荷重と風荷重を考慮していることか

ら，影響なし 

 

（2b）地震×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（2a）凍結×地震  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

（12a）津波 × 積雪 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

 

   作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

 

 

（28b）津波×積雪  

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

 

(17) 風（台風）×凍結×積雪×津波 

風（台風）と津波，凍結と津波，積雪と津波は重畳によ

り影響が増長することはないことから，上記「(Ｂ) 風

（台風）×凍結×積雪」における評価に包含される。 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(12ab)，(13ab)，

(15ab)と比較 

・東海第二における

(4ab)，(28ab)，

(37ab)と比較 

 

(17)における相違理由
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   屋 外 ルート： 除雪と津波のがれき撤去作業が輻輳するた

め作業量が増加するものの，対応は可能で

ある。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

（12b）積雪 × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（13a）津波 × 風 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

 

   作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 津波のがれきと風の飛散物の重畳により作

業量が増加するものの，作業不能となるこ

とは考えにくい。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波による

漂流物撤去作業に加え，除雪作業が追加に

なり作業量は増加するが，対応は可能 

屋内ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，水密化された建屋内に設置しているこ

とから，影響なし 

 

（28a）積雪×津波  

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：除雪作業に加え，基準津波を超え敷地に遡

上する津波による漂流物撤去作業が追加に

なり作業量は増加するが，対応は可能 

屋内ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，水密化された建屋内に設置しているこ

とから，影響なし 

 

【既出の事象について比較のため再掲】 

（37a）津波×風（台風）  

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：増長する影響モードなし 

 

 

屋内ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，水密化された建屋内に設置しているこ

とから，影響なし 

 

 

 

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

組み合わせる事象数

の相違。また，島根２

号炉は基準津波を想定 
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（13b）風 × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

（15a）津波 × 凍結（低温） 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 設計基準を超える津波の場合，がれきを撤

去するため重機が必要であるが，凍結（低

温）事象は気象予報により想定可能なた

め，暖機運転等適切に対処することができ

る。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（15b）凍結（低温） × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

（37b）風（台風）×津波  

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：増長する影響モードなし 

屋内ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，水密化された建屋内に設置しているこ

とから，影響なし 

 

（4b）津波×凍結  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（4a）凍結×津波  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

（42a）竜巻 × 落雷 

（42b）落雷 × 竜巻 

※保守的に相関性があるものと仮定するため，主事象と副事象の

区別が不要。 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 竜巻飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

 

 

（54a）竜巻×落雷  

 

 

 

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

(18) 竜巻×落雷 

 

 

 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：竜巻飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

 

 

・柏崎 6/7 における

(42ab)と比較 

・東海第二における

(54ab)と比較 

 

(18)における相違理由
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作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。 

   屋 外 ルート： 竜巻飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，ルートは複

数あるため，飛散物のない／少ないルート

を選択する。 

 

   屋 内 ルート： 増長する影響モード 

 

 

 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（54b）落雷×竜巻  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

作業を実施する必要があるが，対応は可能

である。 

 

屋外ルート：竜巻飛散物を撤去する場合は落雷を避けて

作業を実施する必要があるが，複数ルート

のうち，飛散物の影響が少ないルートを選

択して作業することにより対応は可能であ

る。 

屋内ルート：増長する影響モードなし。 

 

 

 

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【東海第二】 

想定する事象の相違 

 

 

 

 

   

 

(19) 竜巻×地滑り 

設備の耐性：増長する影響モードなし。 

作業環境 ：竜巻飛散物の撤去作業と堆積土砂の撤去作

業が輻輳するため作業量が増加するもの

の，対応は可能である。 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：増長する影響モードなし。 

 

 

・考慮事象の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地滑

りについて考慮 

 

 

（43a）竜巻 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

   作 業 環 境： 竜巻による飛散物の撤去作業と降下火砕物

の除灰が必要であり，作業量が増加するも

のの，対応は可能である。 

   屋 外 ルート： 竜巻による飛散物の撤去作業と降下火砕物

の除灰が必要であり，作業量が増加するも

のの，対応は可能である。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

（43b）竜巻×火山の影響  

設備の耐性 ：竜巻と火山の影響は独立事象であり，各々

の発生頻度が小さく同時に発生する確率は

極めて低いことから，重畳を考慮しない 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

(20) 竜巻×火山の影響 

設備の耐性：竜巻と火山の影響は独立事象であり，各々

の発生頻度が小さく同時に発生する確率は

極めて低いことから，重畳を考慮しない 

作業環境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート：同上 

 

 

屋内ルート：同上 

 

 

・柏崎 6/7 における

(43ab)と比較 

・東海第二における

(43ab)と比較 

 

(20)における相違理由

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，東海

第二と同様に各事象が

同時に発生する確率を
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（43b）火山の影響 × 竜巻 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

   作 業 環 境： 竜巻による飛散物の撤去作業と降下火砕物

の除灰が必要であり，作業量が増加するも

のの，対応は可能である。 

   屋 外 ルート： 竜巻による飛散物の撤去作業と降下火砕物

の除灰が必要であり，作業量が増加するも

のの，対応は可能である。 

屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（43a）火山の影響×竜巻  

設備の耐性 ：火山の影響と竜巻は独立事象であり，各々

の発生頻度が小さく同時に発生する確率は

極めて低いことから，重畳を考慮しない 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

踏まえて評価を実施 

 

 

（45a）竜巻 × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（45b）生物学的事象 × 竜巻 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

（47b）竜巻×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（47a）生物学的事象×竜巻  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

(21) 竜巻×生物学的事象 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(45ab)と比較 

・東海第二における

(47ab)と比較 

 

 

 

 

 

 

 

（44a）竜巻 × 森林火災 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。（風速が上昇す

るものの影響は限定的） 

 

 

 

 

 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（森林火災の影

響を受けない高台より西側（海側）のアク

 

 

（53a）竜巻×森林火災  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

(22) 竜巻×森林火災 

設備の耐性：竜巻により，森林火災の輻射熱が大きくな

ることが想定されるが，竜巻の継続時間は

短く，風向は一定でないことから，輻射熱

による影響は限定的である。また，予防散

水を行うことで影響を緩和可能である。

（竜巻襲来が予測される場合は，予防散水

を一時的に中止する。） 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：竜巻により，森林火災の輻射熱が大きくな

ることが想定されるが，竜巻の継続時間は

 

 

・柏崎 6/7 における

(44ab)と比較 

・東海第二における

(53ab)と比較 

 

(22)における相違理由

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

想定する事象規模の
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セスルート又はサブルート上の竜巻飛散物

を撤去して使用する。） 

 

 

 

 

 

 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（44b）森林火災 × 竜巻 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。（風速が上昇す

るものの影響は限定的） 

 

 

 

 

 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（森林火災の影

響を受けない高台西側アクセスルート又は

サブルート上の竜巻飛散物を撤去して使用

する。） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（53b）森林火災×竜巻  

設備の耐性 ：竜巻により，森林火災の輻射熱が大きくな

ることが想定されるが，竜巻の継続時間は

短く，風向は一定でないことから，輻射熱

による影響は限定的である。また，予防散

水を行うことで影響を緩和可能である。

（竜巻襲来が予測される場合は，予防散水

を一時的に中止する。） 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

屋内ルート ：増長する影響モードなし 

短く，風向は一定でないことから，輻射熱

による影響は限定的である。また，予防散

水を行うことで影響を緩和可能である。

（竜巻襲来が予測される場合は，予防散水

を一時的に中止する。）森林火災の影響が

少ないルートを選択して竜巻飛散物の撤去

作業を実施することにより対応は可能であ

る 

屋内ルート：増長する影響モードなし 

 

 

相違 

・評価方針の相違 

【東海第二】 

２事象の組合せにお

いて，東海第二は各事

象が先発事象となる場

合と後発事象となる場

合についてそれぞれ項

目を分けて記載してい

るが，島根２号炉は１

つの項目にまとめて記

載 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5a）地震 × 竜巻 

   保管場所の耐性： 地震の加振力と風圧が同時に作用した場合

は横転の可能性があるが，重畳が発生する

としても瞬時の事象であり，作用する力の

ベクトルも考慮に入れると発生頻度は極め

て低い。 

   作 業 環 境： 竜巻飛散物の除去作業と斜面崩壊土砂撤去

及び段差の整地作業が輻輳するため作業量

が増加するものの，対応は可能である。 

   屋 外 ルート： 竜巻飛散物の除去作業と斜面崩壊土砂撤去

及び段差の整地作業が輻輳するため作業量

が増加するものの，対応は可能である。 

 

 

（25a）地震×竜巻  

設備の耐性 ：地震と竜巻は独立事象であり，各々の発生

頻度が小さく同時に発生する確率は極めて

低いことから，重畳を考慮しない 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

(23) 竜巻×地震 

設備の耐性：地震と竜巻は独立事象であり，各々の発生

頻度が小さく同時に発生する確率は極めて

低いことから，重畳を考慮しない 

 

 

作業環境 ：同上 

 

 

屋外ルート：同上 

 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(5ab)と比較 

・東海第二における

(25ab)と比較 

 

(23)における相違理由

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，地震

による段差又は斜面崩

壊の影響を受けないル

1.0.2-326



  

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（5b）竜巻 × 地震 

   保管場所の耐性： 地震の加振力と風圧が同時に作用した場合

は横転の可能性があるが，重畳が発生する

としても瞬時の事象であり，作用する力の

ベクトルも考慮に入れると発生頻度は極め

て低い。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

屋内ルート ：同上 

 

（25b）竜巻×地震  

設備の耐性 ：地震と竜巻は独立事象であり，各々の発生

頻度が小さく同時に発生する確率は極めて

低いことから，重畳を考慮しない 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

屋内ルート：同上 

 

ートを確保している。

また，島根２号炉は，

東海第二と同様に各事

象が同時に発生する確

率を踏まえて評価を実

施 

 

 

（14a）津波 × 竜巻 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 津波のがれきと竜巻飛散物の重畳により作

業量が増加するものの，対応は可能であ

る。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（14b）竜巻 × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

（38a）津波×竜巻  

設備の耐性 ：津波と竜巻は独立事象であり，各々の発生

頻度が小さく同時に発生する確率は極めて

低いことから，重畳を考慮しない 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（38b）竜巻×津波  

設備の耐性 ：竜巻と津波は独立事象であり，各々の発生

頻度が小さく同時に発生する確率は極めて

低いことから，重畳を考慮しない 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

(24) 竜巻×津波 

設備の耐性：津波と竜巻は独立事象であり，各々の発生

頻度が小さく同時に発生する確率は極めて

低いことから，重畳を考慮しない 

作業環境 ：同上 

 

 

屋外ルート：同上 

 

 

屋内ルート：同上 

  

 

 

・柏崎 6/7 における

(14ab)と比較 

・東海第二における

(38ab)と比較 

 

(24)における相違理由

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，基準

津波を想定。また，島

根２号炉は，東海第二

と同様に各事象が同時

に発生する確率を踏ま

えて評価を実施 
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(25) 落雷×地滑り 

設備の耐性：増長する影響モードなし。 

作業環境 ：落雷を避けて堆積土砂の撤去作業を実施す

る必要があるが，対応は可能である。 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：増長する影響モードなし。 

 

・考慮事象の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地滑

りについて考慮 

 

 

 

（50a）落雷 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（落雷の状況を

踏まえ，除灰を実施。降灰の期間に対し落

雷の期間は短期間であると考えられる。） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（落雷の状況を

踏まえ，除灰を実施。降灰の期間に対し落

雷の期間は短期間であると考えられる。） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（50b）火山の影響 × 落雷 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。（落雷の状況を

踏まえ，除灰を実施。降灰の期間に対し落

雷の期間は短期間であると考えられる。） 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。（落雷の状況を

踏まえ，除灰を実施。降灰の期間に対し落

雷の期間は短期間であると考えられる。） 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

（45b）落雷×火山の影響  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（45a）火山の影響×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

(26) 落雷×火山の影響 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：落雷を避けて除灰作業を実施する必要があ

るが，対応は可能である 

 

屋外ルート：同上 

 

 

屋内ルート：増長する影響モードなし 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(50ab)と比較 

・東海第二における

(45ab)と比較 

 

(26)における相違理由

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【東海第二】 

想定する事象の相違 

 

 

 

（52a）落雷 × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

 

（49b）落雷×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

 

 

 

(27) 落雷×生物学的事象 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(52ab)と比較 

・東海第二における

(49ab)と比較 
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（52b）生物学的事象 × 落雷 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（49a）生物学的事象×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

（51a）落雷 × 森林火災 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（51b）森林火災 × 落雷 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（55b）落雷×森林火災  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（55a）森林火災×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

(28) 落雷×森林火災 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

・柏崎 6/7 における

(51ab)と比較 

・東海第二における

(55ab)と比較 

 

 

 

（7a）地震 × 落雷 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 段差等の整地作業を行う必要があるため，

落雷警報発生時を避け対応する。 

   屋 外 ルート： 斜面崩壊土砂撤去及び段差の整地作業をす

るため重機を使用して屋外作業を行うが，

落雷警報発生時を避け対応する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（7b）落雷 × 地震 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

（27a）地震×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（27b）落雷×地震  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

(29) 落雷×地震 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

 

屋外ルート：同上 

 

 

屋内ルート：同上 

 

 

  

 

 

・柏崎 6/7 における

(7ab)と比較 

・東海第二における

(27ab)と比較 

 

(29)における相違理由

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，地震

による段差又は斜面崩

壊の影響を受けないル

ートを確保している 
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（16a）津波 × 落雷 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 設計基準を超える津波の場合，がれきを撤

去するため重機を使用して屋外作業を行う

が，落雷警報発生時を避け対応する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（16b）落雷 × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

（40a）津波×落雷  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（40b）落雷×津波  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

(30) 落雷×津波 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

 

 

作業環境 ：同上 

 

 

屋外ルート：同上 

 

 

屋内ルート：同上 

 

・柏崎 6/7 における

(16ab)と比較 

・東海第二における

(40ab)と比較 

 

(30)における相違理由

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，基準

津波を想定 

 

  

 

 

 

 

 

(31) 地滑り×火山の影響 

設備の耐性：増長する影響モードなし。 

作業環境 ：堆積土砂の撤去作業と除灰が輻輳するため

作業量が増加するものの，対応は可能であ

る。 

屋外ルート：堆積土砂の撤去作業と除灰が輻輳するため

作業量が増加するものの，堆積土砂の影響

が少ないルートを選択して除灰することに

より対応は可能である。 

屋内ルート：増長する影響モードなし。 

 

 

(32) 地滑り×生物学的事象 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

 

 

・考慮事象の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地滑

りについて考慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考慮事象の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地滑

りについて考慮 
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(33) 地滑り×森林火災 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

(34) 地滑り×地震 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

(35) 地滑り×津波 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

・考慮事象の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地滑

りについて考慮 

 

 

 

・考慮事象の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地滑

りについて考慮 

 

 

 

・考慮事象の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，地滑

りについて考慮 

 

 

（54a）火山の影響 × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（54b）生物学的事象 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

（41a）火山の影響×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（41b）生物学的事象×火山の影響  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

(36) 火山の影響×生物学的事象 

設備の耐性：増長する影響モードなし。 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(54ab)と比較 

・東海第二における

(41ab)と比較 

 

 

（53a）火山の影響 × 森林火災 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

（44a）火山の影響×森林火災  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

 

 

(37) 火山の影響×森林火災 

設備の耐性：増長する影響モードなし。 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

 

 

・柏崎 6/7 における

(53ab)と比較 

・東海第二における

(44ab)と比較 
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   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（53b）森林火災 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

屋内ルート ：同上 

 

（44b）森林火災×火山の影響  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

 

（8a）地震 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 重大事故等対処設備上に堆積した降下火砕

物は除灰を行うため，地震時に影響が生じ

ることはない。 

   作 業 環 境： 除灰と斜面崩壊土砂撤去及び段差の整地作

業が輻輳するため作業量が増加するもの

の，対応は可能である。 

   屋 外 ルート： 除灰と斜面崩壊土砂撤去及び段差の整地作

業が輻輳するため作業量が増加するもの

の，対応は可能である。 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長するが，影響な

し。 

 

（8b）火山の影響 × 地震 

   保管場所の耐性： 重大事故等対処設備上に堆積した降下火砕

物は除灰を行うため，地震時に影響が生じ

ることはない。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 火山の単独事象に包絡。（地震影響がな

い，若しくは影響の少ないルートの除灰作

業を優先する。） 

   屋 内 ルート： 建屋に対する荷重は増長するが，除灰する

ため影響なし。 

 

 

（22a）地震×火山の影響  

設備の耐性 ：地震と火山の影響は独立事象であり，各々

の発生頻度が小さく同時に発生する確率は

極めて低いことから，重畳を考慮しない 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

（22b）火山の影響×地震  

設備の耐性 ：地震と火山の影響は独立事象であり，各々

の発生頻度が小さく同時に発生する確率は

極めて低いことから，重畳を考慮しない 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

 

(38) 火山の影響×地震 

設備の耐性：地震と火山の影響は独立事象であり，各々

の発生頻度が小さく同時に発生する確率は

極めて低いことから，重畳を考慮しない 

作業環境 ：同上 

 

 

屋外ルート：同上 

 

 

屋内ルート：同上 

 

 

・柏崎 6/7 における

(8ab)と比較 

・東海第二における

(22ab)と比較 

 

(38)における相違理由

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，東海

第二と同様に各事象が

同時に発生する確率を

踏まえて評価を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（17a）津波 × 火山の影響 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，高台

まで浸水することは現実的には考えにくい

ため，増長する影響モードなし。 

（35a）津波×火山の影響  

設備の耐性 ：津波と火山の影響は独立事象であり，各々

の発生頻度が小さく同時に発生する確率は

極めて低いことから，重畳を考慮しない 

(39) 火山の影響×津波 

設備の耐性：津波と火山の影響は独立事象であり，各々

の発生頻度が小さく同時に発生する確率は

極めて低いことから，重畳を考慮しない 

・柏崎 6/7 における

(17ab)と比較 

・東海第二における

(35ab)と比較 
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   作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，高台

まで浸水することは現実的には考えにくい

ため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 設計基準を超える津波の場合，除灰と津波

のがれき撤去作業が輻輳するため作業量が

増加するものの，対応は可能である。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（17b）火山の影響 × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

 

 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（35b）火山の影響×津波  

設備の耐性 ：火山の影響と津波は独立事象であり，各々

の発生頻度が小さく同時に発生する確率は

極めて低いことから，重畳を考慮しない 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

作業環境 ：同上 

 

 

屋外ルート：同上 

 

 

屋内ルート：同上 

 

 

 

(39)における相違理由

は以下のとおり 

（順不同） 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，基準

津波を想定 

島根２号炉は，東海

第二と同様に各事象が

同時に発生する確率を

踏まえて評価を実施 

 

 

 

（55a）森林火災 × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（55b）生物学的事象 × 森林火災 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

（48b）森林火災×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（48a）生物学的事象×森林火災  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

(40) 生物学的事象×森林火災 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(55ab)と比較 

・東海第二における

(48ab)と比較 

 

 

 

 

（10a）地震 × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

 

 

 

 

（23a）地震×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

 

 

 

(41) 生物学的事象×地震 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

作業環境 ：同上 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(10ab)と比較 

・東海第二における

(23ab)と比較 
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（10b）生物学的事象 × 地震 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（23b）生物学的事象×地震  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

 

 

 

 

（19a）津波 × 生物学的事象 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，高台

まで浸水することは現実的には考えにくい

ため，増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，高台

まで浸水することは現実的には考えにくい

ため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（19b）生物学的事象 × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

（36a）津波×生物学的事象  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（36b）生物学的事象×津波  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

(42) 生物学的事象×津波 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

 

 

作業環境 ：同上 

 

 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

 

 

 

 

・柏崎 6/7 における

(19ab)と比較 

・東海第二における

(36ab)と比較 
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（9a）地震 × 森林火災 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。（防火帯が崩

れ，発電所内に延焼する可能性がある。重

大事故等対処設備の移動により対応する場

合，高台より西側（海側）のアクセスルー

ト」を使用する。） 

   作 業 環 境： 重大事故等対処設備の移動と斜面崩壊土砂

撤去及び段差の整地作業が輻輳するため作

業量が増加するものの，対応は可能であ

る。 

   屋 外 ルート： 高台より西側（海側）のアクセスルートを

使用する。延焼を食い止め，アクセスルー

トを確保するため，消火活動が必要とな

る。また，斜面崩壊土砂撤去及び段差の整

地作業もあり，作業が輻輳するため作業量

が増加するものの，対応は可能である。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（9b）森林火災 × 地震 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える森林火災の場合，防火帯

を超えて発電所内に延焼する可能性があ

る。重大事故等対処設備を移動する必要が

ある場合は，高台西側アクセスルートを使

用する。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 高台保管場所より西側（海側）のアクセス

ルートを使用する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

（26a）地震×森林火災  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート ：同上 

 

 

 

 

 

屋内ルート ：同上 

 

（26b）森林火災×地震  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

(43) 森林火災×地震 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

 

 

 

 

作業環境 ：同上 

 

 

 

屋外ルート：同上 

 

 

 

 

 

屋内ルート：同上 

 

 

 

  

・柏崎 6/7 における

(9ab)と比較 

・東海第二における

(26ab)と比較 

 

(43)における相違理由

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，地震

による段差又は斜面崩

壊の影響を受けないル

ートを確保している 
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（18a）津波 × 森林火災 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，保管

場所まで浸水することは現実的には考えに

くいため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 増長する影響モードなし。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

 

（18b）森林火災 × 津波 

   保管場所の耐性： 増長する影響モードなし。 

   作 業 環 境： 増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： 高台より西側（海側）のアクセスルートを

使用する。 

   屋 内 ルート： 増長する影響モードなし。 

（39a）津波×森林火災  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

 

 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：同上 

屋内ルート ：同上 

 

（39b）森林火災×津波  

設備の耐性 ：増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：同上 

 

屋内ルート ：同上 

(44) 森林火災×津波 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

 

 

作業環境 ：同上 

 

 

屋外ルート：同上 

屋内ルート：同上 

・柏崎 6/7 における

(18ab)と比較 

・東海第二における

(39ab)と比較 

 

(44)における相違理由

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7】 

想定する事象規模の

相違 
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（1a）地震 × 津波 

（1b）津波 × 地震 

※相関性があるため，主事象と副事象の区別が不要 

   保管場所の耐性： 設計基準を超える津波を仮定しても，高台

まで浸水することは現実的には考えにくい

ため，増長する影響モードなし。 

 

作 業 環 境： 設計基準を超える津波を仮定しても，高

台まで浸水することは現実的には考えにく

いため，増長する影響モードなし。 

   屋 外 ルート： サブルートが通行不能となる可能性がある

が，その場合も荒浜側高台保管場所の西側

アクセスルート（以下，単に「高台西側ア

クセスルート」という）については通行可

能である。地震による斜面崩壊土砂撤去及

び段差や津波によるがれきが生じた場合

は，ホイールローダ等の重機で対応する。 

   屋 内 ルート： 耐震性のある浸水対策を施してあるため，

影響なし。 

（21a）地震×津波  

 

 

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

 

 

屋外ルート ：がれき撤去作業に加え，基準津波を超え敷

地に遡上する津波による漂流物撤去作業が

追加になり作業量は増加するが，対応は可

能 

 

 

 

屋内ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，水密化された建屋内に設置していること

から，影響なし 

 

（21b）津波×地震  

設備の耐性 ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，保管場所は高さT.P.＋23m以上に配置し

ており，浸水の影響を受けないことから，

増長する影響モードなし 

作 業 環 境 ：同上 

屋外ルート ：がれき撤去作業に加え，基準津波を超え敷

地に遡上する津波による漂流物撤去作業が

追加になり作業量は増加するが，対応は可

能 

屋内ルート ：基準津波を超え敷地に遡上する津波に対し

て，水密化された建屋内に設置しているこ

とから，影響なし 

(45) 地震×津波 

 

 

設備の耐性：増長する影響モードなし 

 

 

 

作業環境 ：同上 

 

 

屋外ルート：同上 

 

 

 

 

 

 

屋内ルート：同上 

・柏崎 6/7 における

(1ab)と比較 

・東海第二における

(21ab)と比較 

 

(45)における相違理由

は以下のとおり 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，基準

津波を想定 
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別紙2 

平成 19 年（2007 年）新潟県中越沖地震時の被害状況について 

 

1. 中越沖地震の概要 

平成19 年7 月16 日午前10 時13 分頃，新潟県中越沖におい

て，大きな地震が発生し，新潟県と長野県で最大震度6 強を観

測したほか，北陸地方を中心に東北地方から近畿・中国地方に

かけて広い範囲で地震動が観測された。気象庁発表によれば，

マグニチュードは6.8，震源深さは17 ㎞である。柏崎刈羽原子

力発電所は，震央距離16 ㎞，震源距離約23 ㎞に位置し，地震

発生により大きな地震動を受けた。 

 

2. 中越沖地震時の被害状況 

中越沖地震時に発電所構内で確認された被害のうち，屋外の

アクセスルートに関わる斜面及び道路の被害状況について次頁

以降に示す。 

 

2．1 斜面の被害状況 

発電所構内の斜面について，大規模な斜面崩壊は確認され

なかった。比較的大きな被害としては，土捨場北側斜面及び

大湊側高台保管場所西側斜面において，部分的な表層の肌落

ちが生じた。これらの斜面については，地震後の復旧とし

て，肌落ち箇所の表層を取り除くとともに，地震前よりも緩

勾配に整形した。 

別紙（8） 

平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の被害状況について 

 

1. 東北地方太平洋沖地震の概要 

平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分頃，宮城県沖において，大き

な地震が発生し，宮城県で最大震度 7（茨城県東海村での観測

震度「6弱」）を観測したほか，東北地方を中心に関東地方に

かけて広い範囲で地震動が観測された。気象庁発表によれば，

マグニチュードは 9.0，震源深さは 24㎞である。 

 

 

 

2. 東北地方太平洋沖地震時の被害状況 

東北地方太平洋沖地震時に東海第二発電所構内で確認された

被害のうち，屋外アクセスルートに関る傾斜地及び構内道路の

被害状況について以降に示す。 

 

2.1 傾斜地の被害状況 

東海第二発電所構内の傾斜地について，被害は確認されなか

った。 

 ・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，柏崎

6/7 における中越沖地震

及び東海第二における

東北地方太平洋沖地震

と同様な被害実績はな

い 
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第 1 図 斜面の被害箇所及びその状況 

 

2．2 道路の被害状況 

埋設物等境界部における段差の発生 

地中埋設構造物及び地盤改良部と埋戻部等との境界部にお

いて段差が確認され，その沈下量は建屋付近を除く一般部に

おいて，埋戻し土厚さの体積ひずみ1％程度であり，アクセ

ス性に支障を及ぼすような段差は限定的であった。 

なお，1 号炉補機冷却用海水取水路付近はアクセス性に支

障を及ぼすような段差が確認されたものの，今回の屋外アク

セスルートに設定していない。 

地震時に同様なアクセス性に支障を及ぼすような段差の発

生が想定されるが，事前対策（段差緩和対策（別紙36 参

照），砕石のストック等）を実施するとともに，重機を用い

てアクセスルートを復旧し（詳細は別紙11 参照），車両が

徐行運転をすることでアクセスは可能である。 

 

第 1 図 構内道路の被害箇所及びその状況 

 

2.2 構内道路の被害状況 

構内道路と地下埋設物（放水路カルバート）が交差する箇所

に一部段差（約 10cm～約 20cm）や亀裂が認められたが，通行

不能となった箇所はなかった。 

なお，今回の被災状況を鑑み，地盤液状化による段差発生等

により通行に支障が生じる可能性がある箇所については，路盤

補強を実施することから，車両のアクセス性に支障はない。 

被害を受けた箇所で最も被害の大きな箇所（タービン建屋北

側道路）の被災状況を第 1図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0.2-339



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

第 2 図 2 号炉，3号炉間道路の被災状況 

 

 
第 3 図 1 号炉南側の被災状況 
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第4図 1号炉補機冷却用海水取水路付近の被災状況（アクセス性

に支障がある段差） 

 

地山と埋戻部との境界部における被災状況 

建設時の掘削線（地表面）に沿って亀裂が確認されたものの，

アクセス性に支障を及ぼすような段差は生じなかった。 

 

 

第 5 図 4 号炉東側の被災状況 
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別紙 3 

可搬型設備の接続箇所及び仕様について 

1. 可搬型設備接続箇所の考え方

可搬型設備のうち原子炉建屋の外から水又は電力を供給する

ものの接続口については，設置許可基準規則第 43 条第 3 項第

3 号の要求より，共通要因によって接続することができなくな

ることを防止するため，接続口を複数箇所に設けるとともに，

一つの接続口につき一つの機能としている。

その他の可搬型設備の接続口については，必要な容量を確保

することのできる数を設けた上で，設備の信頼度等を考慮し，

必要に応じて更なる安全性向上のために予備を確保する。 

可搬型設備の建屋接続口の一覧を第 1 表～第 4 表に，可搬

型設備の配置図（全体概要）を第 2 図に，建屋接続場所等を

第 3 図，第 4 図に示す。 

第 1表 可搬型設備のうち原子炉建屋の外から水又は電力を供給

するもの（6号炉） 

別紙（9） 

可搬型設備の接続口の配置及び仕様について 

1. 可搬型設備の接続口の考え方

可搬型設備のうち原子炉建屋の外から水又は電力を供給する

ものの接続口については，「設置許可基準規則」第 43条第 3

項第 3号の要求より，共通要因によって接続することができな

くなることを防止するため，接続口を複数箇所に設ける。 

その他の可搬型設備の接続口については，必要な容量を確保

することのできる数を設けた上で，設備の信頼性等を考慮し，

必要に応じて自主的に予備を確保する。 

可搬型設備の接続口一覧を第 1表及び第 2表，接続口の写真

を第 1図，可搬型設備の配置図を第 2図，接続場所を第 3図に

示す。 

第 1表 可搬型設備のうち原子炉建屋の外から水又は電力を供給

する接続口一覧 

別紙（2） 

可搬型設備の接続口の配置及び仕様について 

1. 可搬型設備の接続口の考え方

可搬型設備のうち原子炉建物の外から水又は電源を供給する

ものの接続口については，「設置許可基準規則」第 43条第３

項第３号の要求より，共通要因によって接続することができな

くなることを防止するため，接続口を複数箇所に設けるととも

に，一つの接続口につき一つの機能としている。 

その他の可搬型設備の接続口については，必要な容量を確保

することのできる数を設けた上で，設備の信頼度等を考慮し，

必要に応じて自主的に予備を確保する。 

可搬型設備の接続口一覧を第 1表及び第 2表，接続口の写真

を第 1図，可搬型設備の配置図を第 2図，接続場所を第 3図に

示す。 

第 1表 可搬型設備のうち原子炉建物の外から水又は電源を供給

する接続口一覧 

・設備の相違

【東海第二】 

島根２号炉の各接続

口は，それぞれ注水先

が１か所であり，複数

の機能で兼用しない 

・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る表の内容の相違 
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第 2表 その他の可搬型設備（6号炉） 第 2表 その他の可搬型設備の接続口一覧 第 2表 その他の可搬型設備の接続口一覧 ・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る表の内容の相違 
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第 3表 可搬型設備のうち原子炉建屋の外から水又は電力を供給

するもの（7号炉） 

第 4表 その他の可搬型設備（7号炉） 

・設備の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，単独

申請 

・設備の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，単独

申請 
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第 1図 可搬型設備の接続方法 第 1図 接続口の写真（例示） 第 1図 接続口の写真（例示） 

・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る接続方法の相違 
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第 2 図 可搬型設備 配置図（全体概要） 第 2図 可搬型設備 配置図 

第 2図 可搬型設備 配置図 
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第 3図 可搬型設備 接続口の配置図(2/4) 
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・設備の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，単独

申請 
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2. 可搬型設備の接続口の構造

東側接続口は屋外に設置した上で防護柵を設置，西側接続口

は地下格納槽内に設置，高所東側接続口及び高所西側接続口は

常設代替高圧電源装置置場に設置する。接続口の構造を第 4図

～第 6図に示す。 

重大事故等時に残留熱除去系海水系の機能が喪失した場合の

対策として常設設備である緊急用海水系を設置することを考慮

し，可搬型設備である代替残留熱除去系海水系を東側接続口で

使用する場合には，ホースをがれき上に敷設，接続口近傍構造

物（サンプルタンク室）のがれきの影響がある場合には，必要

に応じて人力でがれき撤去を行うことで，ホースの接続作業を

行う。 

なお，代替残留熱除去系海水系の接続口は，建屋がれき等の

影響を考慮した防護柵を設置することで，接続口が損壊しない

設計とする。 

また，高所東側接続口及び高所西側接続口の注水配管は，常

設代替高圧電源装置用の地下トンネル内に設置する。 

第 4図 東側接続口の構造 

・記載方針の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，２箇

所ある接続口の構造に

相違なし。 

東海第二における西

側及び東側の接続口構

造の違いに関する説明 

1.0.2-351



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 5図 西側接続口の構造 

可搬型代替低圧電源車接続盤が設置されているエリアは，水密

扉や壁，水密扉のシール部により注水配管等が設置されるエリア

と区別されており，注水配管等が設置されるエリアにおいて溢水

が発生した場合，あるいは当該エリア上蓋部を通じて浸水が発生

した場合でも，その影響を受けることはない。また，可搬型代替

低圧電源車接続盤が設置されているエリアは，排水のために床面

に傾斜をつけることにより，水が滞留しないよう設計する。 

さらに，可搬型代替注水大型ポンプ等の運転時は，ホースから

漏えいがないことを監視しながら作業を行うことや，万一漏えい

が発生した場合は，速やかに送水を停止する手順を定めておくこ

とから，可搬型代替注水大型ポンプ等の運転時においても，可搬

型代替低圧電源車等の運転には影響はない。 

なお，ポンプやホースの取扱いについては，定期的な訓練を通

じて習熟度や正しい扱い方の理解を深めるとともに，点検計画を

定め，外観や性能試験，耐用年数を考慮した取替えなどを通じ，

使用上のリスクを低減させる。 
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第 6 図 高所東側接続口及び高所西側接続口の構造（1／2） 

 

 

第 6 図 高所東側接続口及び高所西側接続口の構造（2／2） 
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3. 可搬型設備の接続口近傍の状況

東側及び西側接続口近傍の状況を第 7図に示す。 

第 7図 東側及び西側接続口近傍の状況 

1.0.2-354



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

2. 可搬型設備の配置

可搬型設備の配置に当たって，有効性評価シナリオのうち，

可搬型設備の配置数が最も多いシナリオ（雰囲気圧力・温度に

よる静的負荷（格納容器過圧・過温破損））を選択し，可搬型

設備の配置が可能であること，ホース及びケーブル敷設が可能

であることを確認した。 

ホース及びケーブル敷設完了後におけるタンクローリ等の車

両通行が想定されるが，ホースブリッジの設置によってアクセ

ス性を確保する。また，ホース及びケーブル同士の交差箇所

は，治具等を設置することで，互いに干渉しないようにする。 

配置条件を第 3表に，可搬型設備の配置図を第 4，5図に示

す。 

第 3表 作業成立性の配置条件 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，可搬

型設備の配置について

記載 
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3. 環境条件

可搬型設備の設置場所に対する環境条件について，２号炉原

子炉建物南側に設置してある格納容器フィルタベント系出口配

管立ち上がり部周辺における被ばく評価を実施した。ベント実

施後に想定される作業を考慮した可搬型設備の配置図を第 6図

に示す。 

２号炉原子炉建物南側の格納容器フィルタベント系出口配管

立ち上がり部周辺で，ベント実施直後に実施する作業は無い

が，出口配管立ち上がり部から 10m 地点（２号炉原子炉建物南

側接続口付近）において事故後約 43 時間（ベント後 10時間）

及び事故後７日時点，出口配管立ち上がり部から１m地点にお

いて事故後７日，30 日，60 日時点の線量率を評価した。な

お，作業エリアの比較のため，２号炉原子炉建物西側接続口付

近についても評価した。 

第 4表に示す線量評価結果のとおり，短時間のアクセス等は

可能な線量率であると考えられる。 

第 4表 格納容器フィルタベント系出口配管立ち上がり部周辺の

線量評価結果
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4. 全ての可搬型設備の配置

自主対策設備を含めて全ての可搬型設備の配置が可能である

こと，また，ホース及びケーブル敷設が可能であることを確認

した。なお，可搬型設備の配置図を第 7，8図に示す。 

第
7
図
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別紙 4 

淡水及び海水取水場所について 

 

 

屋外アクセスルートに近接し，利用可能な淡水及び海水取水場

所について，以下に示す。 

 

1. 淡水取水場所 

淡水取水場所は，淡水貯水池から直接送水した場所，又は第

1 図に示す防潮堤の内側の 3 箇所の防火水槽となる。このう

ち，①，②の 2 箇所の防火水槽については，淡水貯水池からの

水供給も可能となる措置を講じている。 

①No.14 防火水槽（淡水貯水池から水供給可能） 

②No.15 防火水槽（淡水貯水池から水供給可能） 

③No.17 防火水槽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 海水取水場所 

 

海水取水場所は，第 1 図に示すとおり防潮堤内側の 6 号及び

7 号炉のタービン建屋西側の取水路にそれぞれ 3 箇所確保して

いる。 

①6 号炉取水路 

②7 号炉取水路 

 

別紙（10） 

淡水及び海水の取水場所について 

 

1. 可搬型設備の取水場所 

屋外アクセスルートに近接し，利用可能な淡水取水場所を以下

に示す。 

 

 

 

 

 

 

・代替淡水貯槽 

・西側淡水貯水設備 

 

淡水取水場所の配置を第 1図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（3） 

淡水及び海水の取水場所について 

 

 

屋外アクセスルートに近接し，利用可能な淡水及び海水取水場

所を以下に示す。 

 

1．淡水取水場所 

淡水取水場所は，第 1図に示す防波壁の内側の２箇所の貯

水槽となる。 

 

 

①輪谷貯水槽（西１） 

②輪谷貯水槽（西２） 

 

また，輪谷貯水槽（西）以外に，敷地内で利用可能な淡水

取水場所を第 2図に，淡水取水場所の確保状況を第 1表に示

す。 

 

第 1 表 淡水取水場所の確保状況 

 

 

2．海水取水場所 

 

海水取水場所は，第 1図に示すとおり防波壁内側の非常用

取水設備（２号炉取水槽）※に確保している。 

 

※：ポンプ投入口：９個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る淡水取水箇所の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

プラントの相違によ

る海水取水場所の相違 
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なお，参考として敷地内で利用可能な水源の配置状況等を第

2 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，参考として敷地内で利用可能な淡水及び海水取水場所を

第 2図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，非常用取水設備（２号炉取水槽）以外に，敷地内で利

用可能な海水取水場所を第 2図に，海水取水場所の確保状況を

第 2表に示す。 

 

この中で，防波壁内側に位置する「３号炉取水管点検立坑」

については，基準地震動Ｓｓで必要な機能を確保できる設計と

するが，「非常用取水設備」のバックアップとして，引き続

き，「自主対策設備」として設定する。 

なお，「３号炉取水管点検立坑」までのルートは，サブルー

トとして位置付ける。 

 

第 2 表 海水取水場所の確保状況 

 

 

以下に，非常用取水設備（２号炉取水槽）以外の海水取水場

所の特徴を示す。 

 

（1）２号炉放水槽 

・第 3図のとおりアクセスルート脇に位置していることか

ら，地震時においても仮復旧なしで可搬型設備（車両）

の通行が可能である。 

 

（2）１号炉取水槽 

・第 4図に示すルートは，補足（17）の１，２号炉北側の

サブルートの成立性検討結果より，重量物の転倒・落下

や，複数の建物の倒壊影響範囲が重畳すると想定される

ため，要員又は車両が通行することが困難な見込みであ

る。 

 

（3）荷揚場 

・第 5図に示すルートを用いて寄り付く場合は，防波壁通

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，非常

用取水設備（2号炉取水

槽）以外の海水取水場

所の確保状況及びその

特徴を記載 
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路防波扉の開作業※及び段差復旧作業が必要となる。 

なお，防波壁通路防波扉の運用については，補足

（8）に示す。 

 

※：電動で約 10 分，人力で約 30 分を要する。 

 

（4）３号炉取水管点検立抗 

・非常用取水設備（２号炉取水槽）と比較して，２号炉原

子炉建物から遠方に位置しており，可搬型設備等の移動

及びホース敷設に時間を要する。 

・３号炉取水管点検立坑までは，第 6図の赤線に示すサブ

ルートを用いて寄り付くものとする。 

[サブルートの設置状況] 

・可搬型設備が通行するのに必要な幅員を確保する。 

・防波壁内側に確保する。 

・地震による構造物の倒壊影響範囲を考慮する。 

・地震により段差等が発生するおそれがある。 
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第 1図 淡水及び海水取水場所 

第 1図 淡水取水場所 

第 1図 淡水及び海水取水場所 
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第 2‐1図 その他の淡水及び海水取水場所 

第 2‐2 図 その他の淡水及び海水取水場所（拡大図） 

第 2図 その他の淡水及び海水取水場所 

第 2図 その他の淡水及び海水取水場所 
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第 3図 ２号炉放水槽 
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第 4図 １号炉取水槽 
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第 5図 荷揚場 
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第 6図 ３号炉取水管点検立坑 
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2. 淡水及び海水取水時の可搬型設備の配置

淡水及び海水取水時の可搬型設備の配置イメージ図を第 3図

～第 9図に示す。可搬型設備は基準地震動ＳＳの影響を受けな

い箇所に配置が可能である。 

第 3図 淡水及び海水取水場所 一覧 

3．淡水及び海水取水時の可搬型設備の配置 

淡水及び海水取水時の可搬型設備の配置イメージ図を第 7図

～第 9図に示す。可搬型設備は基準地震動Ｓｓの影響を受けな

い箇所に配置が可能である。 

第 7図 淡水及び海水取水場所 一覧 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，淡水

及び海水取水時の可搬

型設備の配置イメージ

図を図示 
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第 4図 代替淡水貯槽から取水する時の可搬型設備の配置イメー

ジ 

代替淡水貯槽の周辺は，地震時の被害事象（周辺構造物等の倒

壊，周辺タンク等の損壊，周辺斜面の崩壊，道路面のすべり，液

状化及び揺すり込みによる不等沈下，液状化に伴う浮き上がり，

地中埋設構造物の損壊）の評価により，影響を受けないエリアが

確保可能であるため，任意の場所に可搬型設備を配置することが

可能である。 

第 8図 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から取水す

る時の可搬型設備の配置イメージ 

輪谷貯水槽（西１），輪谷貯水槽（西２）及びその周辺は，地

震時の被害事象（周辺構造物の損壊，周辺タンク等の損壊，周辺

斜面の崩壊，道路面のすべり，液状化及び揺すり込みによる不等

沈下，液状化に伴う浮き上がり，地中埋設構造物の損壊）の評価

により，影響を受けないエリアが確保可能であるため，任意の場

所に可搬型設備を配置することが可能である。 
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第 5図 西側淡水貯水設備から取水する時の可搬型設備の配置イ

メージ

西側淡水貯水設備は，自然現象に対する頑健性を高めた高所の

常設代替高圧電源装置置場内の地下に設置することから，取水時

に必要となる可搬型代替注水中型ポンプ（2台）は，常設代替高

圧電源装置置場近傍のアクセスルート上に配置する。当該ルート

は基準地震動ＳＳの影響を受けないルートであり，アクセスルー

ト上の任意の場所に可搬型設備を配置することが可能である。
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第 6図 SA用海水ピットから取水する時の可搬型設備の配置イメ

ージ 

SA用海水ピットの周辺は，地震時の被害事象（周辺構造物等の

倒壊，周辺タンク等の損壊，周辺斜面の崩壊，道路面のすべり，

液状化及び揺すり込みによる不等沈下，液状化に伴う浮き上が

り，地中埋設構造物の損壊）の評価により，影響を受けないエリ

アが確保可能であるため，任意の場所に可搬型設備を配置するこ

とが可能である。 

第 9図 非常用取水設備から取水する時の可搬型設備の 

配置イメージ 

非常用取水設備の周辺は，地震時の被害事象（周辺構造物の損

壊，周辺タンク等の損壊，周辺斜面の崩壊，道路面のすべり，液

状化及び揺すり込みによる不等沈下，液状化に伴う浮き上がり，

地中埋設構造物の損壊）の評価により，通行に支障のある段差の

発生が予想される箇所が確認されたが，あらかじめ段差緩和対策

を行うことにより，影響を受けないエリアが確保可能であるた

め，任意の場所に可搬型設備を配置することが可能である。 

・設計方針の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，あら

かじめ段差緩和対策を

実施するため段差は発

生しない 
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第 7図 放水ピットから取水する時の可搬型設備の配置イメージ 

第 8図 放水路から取水する時の可搬型設備の配置イメージ 
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第 9図 淡水タンクから取水する時の可搬型設備の配置イメージ 
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参考資料－1 

放水砲の設置位置 

 放射性物質拡散抑制及び泡消火放水（航空機燃料火災）のため

に設置する放水砲について，設置及び運搬が可能な範囲を第 1図

及び第 2図に示す。 

第 1図 放射性物質拡散抑制時の放水砲が設置可能な範囲 

参考資料－1 

放水砲の設置位置 

 放射性物質拡散抑制及び泡消火放水（航空機燃料火災）のため

に設置する放水砲について，設置及び運搬が可能な範囲を第 1図

及び第 2図に示す。 

第 1図 放射性物質拡散抑制時の放水砲が設置可能な範囲 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，放射

性物質拡散抑制及び泡

消火放水（航空機燃料

火災）のために使用す

る放水砲の設置を図示 
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第 2図 泡消火放水時（航空機燃料火災）の放水砲が設置可能な

範囲 

放水砲は現場状況に応じて，第 1図及び第 2図に示す円の内側

の任意の範囲に設置する。 

第 2図 泡消火放水時（航空機燃料火災）の放水砲が設置可能な

範囲 

 放水砲は現場状況に応じて，第 1図及び第 2図に示す円の内側

の任意の範囲に設置する。 
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参考資料－2 

タンクローリの設置位置及び燃料補給作業について

 重大事故等対応で必要となるタンクローリは，西側保管場所下

部及び南側保管場所近傍に埋設される可搬型設備用軽油タンクよ

り，可搬型設備に給油するための燃料を補給する。第 1図及び第

2図にタンクローリの設置が可能な範囲を，第 3図に燃料補給作

業のイメージ図を示す。 

 可搬型設備軽油タンクは，杭を介して岩盤に支持される構造と

することから，地震時の液状化及び揺すり込みによる不等沈下に

より保管場所との段差が発生するが,可搬型設備軽油タンク上を

車両は通行しないことから影響はない。 

また，タンクローリは可搬型設備用軽油タンクの近傍にアクセ

ス可能であり，段差が発生した場合でも，燃料補給作業に影響は

ない。 

なお，タンクローリ補給後のホース内残存油については，軽油

吸入口からホースを取り外した後にホースを持ち上げ，可搬型設

備用軽油タンクに残存油を戻すことで処理が可能である。 

参考資料－2 

タンクローリの設置位置及び燃料補給作業について

重大事故等対応で必要となるタンクローリは，ガスタービン発

電機用軽油タンク又はディーゼル燃料貯蔵タンクより，可搬型設

備に給油するための燃料を補給する。第 1，3図にタンクローリ

の設置が可能な範囲を，第 2，4図に燃料補給作業のイメージ図

を示す。 

ガスタービン発電機用軽油タンク及びディーゼル燃料貯蔵タン

クは，岩盤に直接支持される構造であり，タンクローリ配置範囲

はアクセスルート上であることから地震時の液状化及び揺すり込

みによる不等沈下により段差が発生しないため，補給作業に影響

はない。 

また，タンクローリはガスタービン発電機用軽油タンク及びデ

ィーゼル燃料貯蔵タンクの近傍にアクセス可能であり，燃料補給

作業に影響はない。 

なお，タンクローリ補給後のホース内残存油については，タン

クローリ側のポンプにより吸わせることでタンクローリ側への回

収処理が可能である。 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，可搬

型設備等の燃料補給に

使用するタンクローリ

への燃料補給作業につ

いて記載 

・設計方針の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，タン

クローリへ軽油を補給

するためのガスタービ

ン発電機用軽油タンク

は岩盤に直接支持され

た構造であり，段差は

発生しない 

・設計方針の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ホー

ス内残存油をタンクロ

ーリ側のポンプを使用

してタンクローリに回

収する 
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第 1図 可搬型設備用軽油タンク（西側保管場所）から 

  給油する時のタンクローリの配置イメージ 

第 1図 ガスタービン発電機用軽油タンクから 

給油する時のタンクローリの配置イメージ 
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第 2図 可搬型設備用軽油タンク（南側保管場所）から 

  給油する時のタンクローリの配置イメージ 

第 3図 段差発生時のタンクローリ給油イメージ 第 2図 タンクローリ給油イメージ 

（ガスタービン発電機用軽油タンクを使用する場合） 
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第 3図 ディーゼル燃料貯蔵タンクから 

  給油する時のタンクローリの配置イメージ 

第 4図 タンクローリ給油イメージ 

（ディーゼル燃料貯蔵タンクを使用する場合） 
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別紙 5 

鉄塔基礎の安定性について 

 

 

1. 概要 

経済産業省原子力安全・保安院指示文書「原子力発電所及び

再処理施設の外部電源の信頼性確保について（指示）」（平成

23・04・15 原院第 3 号）に基づき鉄塔敷地周辺の地盤変状の

影響による二次的被害の要因である盛土崩壊や地すべり，急傾

斜地の土砂崩壊の影響を評価し，抽出した鉄塔について，地質

専門家による現地踏査結果を踏まえ，基礎の安定性に影響がな

いことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（12） 

鉄塔基礎の安定性について 

 

1. 送電鉄塔基礎の安定性評価について  

1.1 概要 

経済産業省原子力安全・保安院指示文書「原子力発電所の外

部電源の信頼性確保について（指示）」（平成 23・04・15 原

院第 3号）に基づき鉄塔敷地周辺の地盤変状の影響による二次

的被害の要因である盛土崩壊や地滑り，急傾斜地の土砂崩壊の

影響を評価し，抽出した鉄塔について，地質専門家による現地

踏査結果を踏まえ，基礎の安定性に影響がないことを確認し

た。 

鉄塔基礎の安定性評価項目を第 1図に示す。 

 

 

「原子力発電所及び再処理施設の外部電源における送電鉄塔基礎

の安定性評価について」（平成 24年 2月 17 日報告）より抜粋 

第 1図 鉄塔基礎の安定性評価項目 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（4） 

鉄塔基礎の安定性について 

 

 

1. 概要 

  経済産業省原子力安全・保安院指示文書「原子力発電所及び

再処理施設の外部電源の信頼性確保について（指示）」（平成

23・04・15 原院第 3 号）に基づき鉄塔敷地周辺の地盤変状の

影響による二次的被害の要因である盛土崩壊や地すべり，急傾

斜地の土砂崩壊の影響を評価し，抽出した鉄塔について，地質

専門家による現地踏査結果を踏まえ，基礎の安定性に影響がな

いことを確認した。 

 

 

 

第 1 図 鉄塔基礎の安定性評価 
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2. 現地踏査基数と対策必要箇所 

柏崎刈羽原子力発電所の外部電源線において，鉄塔敷地周辺

の地盤変状の影響による二次的被害の影響を評価し，抽出した

鉄塔について現地踏査結果を踏まえ，基礎の安定性に影響がな

いことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 現地踏査基数と対策必要箇所 

東海第二発電所の外部電源線において，鉄塔敷地周辺の地盤変

状の影響による二次的被害の影響を評価し，抽出した鉄塔につい

て現地踏査結果を踏まえ，基礎の安定性に影響がないことを確認

した。 

現地踏査結果を第 1表に示す。 

 

第 1 表 送電鉄塔の現地踏査結果

 

「原子力発電所及び再処理施設の外部電源における送電鉄塔基礎

の安定性評価について」（平成 24年 2月 17 日報告）より抜粋 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．現地踏査基数と対策必要箇所 

  島根原子力発電所の外部電源線において，鉄塔敷地周辺の地

盤変状の影響による二次的被害の影響を評価し，抽出した鉄塔

について現地踏査結果を踏まえ，基礎の安定性に影響がないこ

とを確認した。 

現地踏査結果を第 1表に示す。 

 

第 1 表 現地踏査基数と対策必要箇所 

 

 

 

3. 送電鉄塔基礎安定性評価の追加実施 

  経済産業省原子力安全・保安院指示文書「原子力発電所の外

部電源の信頼性確保について（指示）」（平成 23・04・15 原

院第３号）に基づく調査以降に，鉄塔移設等により新たに対象

となった２基についても同様の手法により評価し，鉄塔基礎の

安定性に影響がないことを確認した。 

 

第 2 表 評価追加実施鉄塔 

 

 

第 3 表 追加実施した基礎の安定性評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る表の内容の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，追加

実施した送電鉄塔基礎

安定性評価結果を記載 
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3. 送電鉄塔基礎の補強について 

新新潟幹線 No.1 及び南新潟幹線 No.1 の送電鉄塔について

は，自主的に，脚間不同変位を抑制するため，鉄塔敷地内をコ

ンクリートで舗装し，脚間隔を確保する対策を実施することで

信頼性向上を図っている。 

 

 

 

4. 送電鉄塔周辺の法面補強について 

鉄塔下側の法面に対して，自主的にすべり安定性向上のため

に，アンカーによる安定対策工事を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，鉄塔

の耐震評価を踏まえ鉄

塔が倒壊しないよう必

要な対策を今後実施

（以下，別紙(4)-①の

相違） 
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2. 送電鉄塔倒壊時の影響について 

 各保管場所及びアクセスルートの近傍には 154kV 原子力線の送

電鉄塔が設置されており，1項で示したとおり，鉄塔基礎の安定

性に影響がないことを確認しているが，万一，倒壊した場合の影

響を確認した。 

 

(1) 保管場所への影響 

 第 2図及び第 3図に示すとおり，各保管場所近傍に設置されて

いる送電鉄塔は，保管場所よりも低い位置に設置されていること

から，倒壊によって斜面を滑動した場合でも影響を受けることは

ない。なお，保管場所は送電鉄塔及び送電線の影響範囲外に設置

しており，送電鉄塔間の水平距離確保のために送電鉄塔を移設す

る際は，倒壊した送電鉄塔及び送電線が保管場所に干渉しない位

置に移設する。 

 

 

(2) アクセスルートへの影響 

 第 2図及び第 3図に示すとおり，西側保管場所周辺のアクセス

ルートは送電鉄塔倒壊時の送電線の影響を受ける区間が一部ある

が，南側保管場所周辺の送電鉄塔は，設置地盤が崩壊しないよう

な設計とするため，送電鉄塔の滑動の影響を受けることはない。

なお，アクセスルートは送電鉄塔の倒壊範囲外に設置しており，

送電鉄塔間の水平距離確保のために送電鉄塔を移設する際は，倒

壊した送電鉄塔がアクセスルートに干渉しない位置に移設する。 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

別紙(4)-①の相違 
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第 2 図 西側保管場所周辺の標高及び造成計画 

 

第 3 図 南側保管場所周辺の標高及び造成計画 
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別紙6 

(6) 崩壊土砂の到達距離について 

 

土砂の到達距離についての各種文献等の記載は以下のとおり 

 

第 1 表 各種文献における崩壊土砂の到達距離 

 

 

【実績に基づいて整理された文献等：①～③】 

① 原子力発電所の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価技術<

技術資料> 

・ JEAG4601 1987 で規定した「堆積長50m」「斜面高さの

1.4 倍」の分析データは地震時だけのデータではない

（降雨等）ため，地震のみの崩壊事例として，2004 年新

潟県中越地震による斜面崩壊の事例について分析。 

・ その結果，「堆積長50m」及び「斜面高さの1.4 倍」を

超えるのは2.2%であり，JEAG4601 1987 で示されている

基準は十分保守的な値である。 

 

第1 図 周辺斜面の離間距離に関するJEAG4601 1987  

目安値との比較※2 

※2 土木学会：原子力発電所の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評

価技術<技術資料>，2009 

 

別紙（13） 

崩壊土砂の到達距離について 

1. 崩壊土砂の到達距離に関する各種文献 

 崩壊土砂の到達距離についての各種文献の記載を第 1表に示

す。 

第 1表 各種文献における土砂到達距離の考え方 

 

 

1.1 実績に基づいて整理された文献等：①～③ 

①原子力発電所の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価技術 

 

JEAG4601 1987 で規定した「堆積長 50m」「斜面高さの 1.4

倍」の分析データは地震時だけのデータではない（降雨など）

ため，地震のみの崩壊事例として，2004 年新潟県中越地震に

よる斜面崩壊事例について分析を行った。 

その結果，「堆積長 50m」及び「斜面高さの 1.4 倍」を超え

るのは 2.2％であり，JEAG4601 1987 で示されている基準は十

分保守的な値である。文献からの引用を第 1図に示す。 

 

第 1 図 周辺斜面の離間距離に関する JEAG4601 1987 

目安値との比較 

 

 

 

 ・設計方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

柏崎 6/7 及び東海第

二は，斜面の崩壊に関

連して，崩壊土砂の到

達距離の設定方法の違

いから，アクセスルー

ト復旧時間への影響を

検討しているが，島根

２号炉は，全斜面の基

準地震動によるすべり

安定性評価を実施して

おり，斜面の崩壊を前

提とした評価を行わな

いため，同様の資料を

掲載しない 
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② 土質工学ハンドブック 

・（盛土の到達距離）/（斜面高さ）は，被災の範囲の実態

を示す指標として重要なものであるが，第2 図に示すよ

うに，0.2～0.39 が最頻値で，0.6 以下で全体の72.5%を

占める。更に斜面の高さの1.4 倍まで考えれば，全体の

94.2%が含まれる。 

 

第2 図 盛土の到達距離/斜面高さ頻度分布※1 

※1 土質工学会：土質工学ハンドブック,1990 

 

③土木工学ハンドブック 

第 2 表 斜面構成土質ごとの崩壊規模 

 

 

第3 図 盛土の到達距離（m）※2 

※2 土木学会：土木工学ハンドブック，1989 

②土質工学ハンドブック 

  文献からの引用を第 2図に示す。 

     

第 2 図 崩土の到達距離と斜面の高さ頻度分布 

 

 

③土木工学ハンドブック 

文献からの引用を第 3図に示す。 

  

第 3 図 斜面構成土質ごとの崩壊規模（平均値） 
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【警戒区域を示した文献等：④⑤】 

④土砂災害防止法 

 

  

第 4 図 警戒区域の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 警戒区域を示した文献等：④，⑤ 

④土砂災害防止法 

文献からの引用を第 4図に示す。 

 

第 4 図 各種警戒区域の説明 
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⑤宅地防災マニュアルの解説 

 

 

第5 図 急傾斜地崩壊危険箇所の用件※ 

※ 宅地防災研究会：宅地防災マニュアルの解説，2007 

 

【考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤宅地防災マニュアルの解説 

文献からの引用を第 5図に示す。 

 
第 5図 急傾斜地崩壊危険箇所の要件 

 

 

2. 考え方 

・①，②より，JEAG4601 1987 で示されている基準（1.4H）以内

での崩壊事例が 9割以上を占めており，③では，土質により更

に到達距離が小さくなる（0.79H 以下）ことが示されている。 

 

・一方，④，⑤で示された到達距離 2.0H については，警戒範囲

を示したものであり，裕度を持たせて設定されたものと考えら

れる。 

・今回行う法面の崩壊想定は，道路の通行への影響を考慮するも

のであることから保守的に「2.0H」を用いることで問題ないと

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ①，②より，JEAG4601 1987 で示されている基準1.4H）

以内での崩壊事例が9 割以上を占めており，③では，土

質により更に到達距離が小さくなる（0.79H 以下）こと

が示されている。 

・ 一方，④，⑤で示された到達距離2.0H については，警

戒範囲を示したものであり，裕度を持たせて設定された

ものと考えられる。 

・ 上記を踏まえ，法面の崩壊土砂の到達距離に2.0H を用

いた場合のアクセスルートの復旧時間への影響を検討し

た結果，復旧時間の評価に影響を及ぼすことはないこと

を確認した。 
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別紙 7 

 

別紙（14） 

屋外アクセスルート 現場確認結果について 

屋外アクセスルートの現場確認結果を第 1図に示す。 

第 1図 屋外アクセスルート 現場確認結果 

別紙（5） 

屋外のアクセスルート 現場確認結果 屋外アクセスルート 現場確認結果 

第
1
図
 
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

 
現
場
確
認
結
果
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別紙 8 

主要変圧器の火災について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.  主要変圧器の火災について 

(1) 変圧器の絶縁油の漏えいについて 

地震により主要変圧器が損傷，変圧器内の絶縁油が漏えいし

た場合，第 1 図に示すとおり，防油堤内に漏えいした絶縁油

は防油堤内の集油マスに流入した後，地下の防災地下タンクに

流下する。また，これら各漏油受槽は，各変圧器の保有油量の

全量を貯留するだけの容量を確保している。 

よって，地震により主要変圧器が損傷した場合においても火

災が発生する可能性は少ない。なお，中越沖地震において，柏

崎刈羽原子力発電所 2 号炉の主変圧器は地震の影響により漏

油しているが，防油堤に流入しており火災には至っていない。 

 

 

第 1 図 変圧器下部構造（防油堤及び防災地下タンク） 

別紙（16） 

主要な変圧器等の火災について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 主要な変圧器他可燃物施設漏えいによる火災について 

1.1 変圧器の絶縁油の漏えいについて 

地震により主要な変圧器が損傷，変圧器内の絶縁油が漏えい

した場合，第1図に示すとおり，防油堤内に漏えいした絶縁油

は防油堤内の油水分離槽を介して地下の廃油槽に流下する。ま

た，廃油槽は，予備変圧器の保有油量の全量並びに起動変圧

器，所内変圧器及び主要変圧器計5台のうち4台分の保有油量を

貯留するだけの容量を確保しており，漏えい油が地表面に滞留

することはないため，地震により主要な変圧器が損傷した場合

においても火災が発生する可能性は少ない。 

 

 

 

 

 

 

第 1 図 変圧器下部構造（防油堤及び廃油槽） 

別紙（6） 

可燃物施設の火災について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 変圧器の火災について  

(1) 変圧器の絶縁油の漏えいについて 

地震により２，３号炉の変圧器が損傷，変圧器内の絶縁

油が漏えいし火災が発生した場合，第 1図に示すとおり，

防油堤内に漏えいした絶縁油は防油堤内の排油溜めに流入

する。また，各排油溜めは，各変圧器の保有油量の全量を

貯留するだけの容量を有している。 

よって，地震により２，３号炉の変圧器が損傷した場合

においても火災が発生する可能性は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 図 変圧器下部構造（防油堤及び排油溜め） 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，アク

セスルート付近におい

て，主要変圧器以外に

重油タンク等の可燃物

施設が設置されている

事から，重油タンク等

も火災影響評価を実施

（以下，別紙(6)-①の

相違） 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 排油溜め（廃油槽）

に貯量する容量の相違 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，中越

沖地震等の地震による

被害はない 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 変圧器下部構造の相

違 
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(2) 変圧器火災の事故拡大防止対策について 

中越沖地震において，柏崎刈羽原子力発電所 3 号炉の所

内変圧器で火災が発生しているが，地盤の沈下による相対

変位が主な原因であることから，参考資料－1 に示すとお

り，主要変圧器のうち，基礎面の沈下量に差が発生する可

能性のあるものについては，変圧器の基礎構造を直接基礎

構造から杭基礎構造へ変更するとともに，変圧器と二次側

接続母線部ダクトの基礎部を一体化構造に変更している。 

 

 

 

また，各主要変圧器は参考資料－2 に示すとおり，保護

継電器にて保護されており，電気回路故障時の事故拡大防

止対策を実施している。 

 

(3) 変圧器火災の評価方法について 

変圧器火災の評価は，第 2 図のフローに従い行う。 

 

第 2 図 変圧器の火災評価 

 

上述したとおり，地震により主要変圧器が損傷した場合にお

いても火災が発生する可能性は非常に少ないと考えているが，

今回のアクセスルートへの影響については，保守的に簡易評価

を採用する。 

 

 

 

 

 

1.2 変圧器火災の事故拡大防止対策について 

新潟県中越沖地震において，柏崎刈羽原子力発電所の所内変圧

器での火災は，地盤の沈下による相対変位が主な原因であった。 

一方，東海第二発電所の主要な変圧器のうち，二次側接続母線部

ダクトのある変圧器については，参考資料－1に示すとおり変圧

器と二次側接続母線部ダクトの基礎を建屋と同じ地盤にて支持し

ている。 

 

 

 

 

また，各主要な変圧器は参考資料－2に示すとおり，保護継電

器にて保護されており，電気回路故障時の事故拡大防止対策を実

施している。 

 

1.3 変圧器等可燃物施設火災の評価方法について 

  変圧器等可燃物施設火災の評価は，第 2図に示すフローに従

い行う。 

 

第 2 図 変圧器の火災評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 変圧器火災の事故拡大防止対策について  

中越沖地震において，柏崎刈羽原子力発電所３号炉の所

内変圧器での火災は，地盤の沈下による相対変位が主な原

因であった。 

島根原子力発電所の２，３号炉の変圧器は，基礎が岩盤

または地盤改良土に設置されていることから地盤の沈下に

よる相対変位は想定されないため，火災が発生する可能性

は少ない。 

１号炉起動変圧器及び予備変圧器は，絶縁母線フレキシ

ブル導体部の絶縁処理による火災の発生防止対策を実施し

ている。 

また，各変圧器は参考資料－１に示すとおり，保護継電

器にて保護されており，電気回路故障時の事故拡大防止対

策を実施している。 

 

(3) 変圧器火災の評価方法について 

   変圧器火災の評価は，第 2図のフローに従い行う。 

 

 

第 2 図 変圧器の火災評価 

 

上述したとおり，地震により変圧器が損傷した場合において

も火災が発生する可能性は非常に少ないと考えているが，今回

の屋外のアクセスルートへの影響については，保守的に簡易評

価を採用する。 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

変圧器火災の事故拡

大防止対策の相違 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，保守

的に簡易評価を実施 
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2. アクセスルート周辺における主要変圧器の火災評価 

(1) 各主要変圧器の保有油量及び漏油受槽受入量 

 

第 1 表～第 4 表にアクセスルート周辺にある各主要変圧

器の保有油量及び漏油受槽受入量を記す。 

 

 

 

第 1 表 高起動変圧器保有油量及び漏油受槽受入量 

 

 

第 2 表 5 号炉各主要変圧器保有油量及び漏油受槽受入量 

 

 

第 3 表 6 号炉各主要変圧器保有油量及び漏油受槽受入量 

 

 

第 4 表 7 号炉各主要変圧器保有油量及び漏油受槽受入量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. アクセスルート周辺における可燃物施設の火災評価 

2.1 各主要な変圧器及び可燃物設備の保有油量及び廃油槽受入

量 

アクセスルート周辺の各主要な変圧器の保有量及び廃油槽受入

量を第 1表，アクセスルート周辺の可燃物設備の保有油量を第 2

表に示す。 

 

 

第 1 表 各主要な変圧器保有油量及び廃油槽受入量 

 

 

第 2 表 可燃物施設の保有油量 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 屋外のアクセスルート周辺における変圧器の火災評価 

(1) 変圧器の保有油量及び排油溜め受入量 

 

第 1 表にアクセスルート周辺にある変圧器の保有油量及

び排油溜め受入量を記す。 

 

 

 

第 1 表 アクセスルートに影響を及ぼすおそれのある 

変圧器保有油量及び排油溜め受入量 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，変圧

器以外の可燃物施設の

火災評価を 3.～6.に記

載 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違に伴

う表の内容の相違 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，変圧

器以外の可燃物施設の

火災評価を 3.～6.に記

載 
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(2) 火災源からの放射熱強度の算出 

各変圧器について，火災が発生した場合の迂回路の有効性を

確認するため「石油コンビナートの防災アセスメント指針」を

基に火災の影響範囲を算出した。 

 

算出方法及び算定結果は以下のとおり。 

1） 形態係数の算出 

火災源を円筒火炎モデルと仮定し，火災源から受熱面

が受け取る放射熱量の割合に関連する形態係数φを算出

する。 

 

油火災において任意の位置に置ける放射熱（強度）を

計算により求めるには，囲いと同面積の底面をもち，高

さが底面半径の 3 倍（m=H/R=3）の円筒火炎モデルを採用

する。 

なお，燃焼半径は以下の式から算出する（第 3 図）。 

 

第 3 図 円筒火炎モデルと受熱面の関係 

出典：石油コンビナートの防災アセスメント指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 火災源からの輻射強度の算出 

各可燃物施設について，火災が発生した場合のアクセスルー

トの成立性を確認するため「石油コンビナートの防災アセスメ

ント指針」を基に火災の影響範囲を算出した。 

 

算出方法及び算定結果は以下のとおり。 

(1) 形態係数の算出 

   火災源を円筒モデルと仮定し，火災源から受熱面が受ける

輻射熱の割合に関連する形態係数φを算出する。 

 

 

油火災において任意の位置における輻射熱（強度）を計

算により求めるには，囲いと同面積の底面をもち，高さが

底面半径の 3倍（m＝H／R＝3）の円筒モデル（第 3図）を

採用する。 

   なお，燃焼半径は以下の式から算出する。 

 

 

 

第 3 図 火炎モデルと受熱面 

 

 

 

 

 

(2) 火災源からの放射熱強度の算出 

各変圧器について，火災が発生した場合のアクセスルー

トにおける作業及び通行の有効性を確認するため，「石油

コンビナートの防災アセスメント指針」を基に火災の影響

範囲を算出した。 

算出方法及び算定結果は以下のとおり。 

a．形態係数の算出 

火災源を円筒火炎モデルと仮定し，火災源からの受熱

面が受け取る放射熱量の割合に関連する形態係数Φを算

出する。 

 

油火災において任意の位置における放射熱強度を計算

により求めるには，囲いと同面積の底面をもち，高さが

底面半径の３倍（m=H/R=3）の円筒火災モデルを採用す

る。 

なお，燃焼半径は以下の式から算出する（第 3図）。 

    

 

  

Ｒ：燃焼半径[m]，Ｓ：燃料タンク防油堤面積[m2] 

 第 3 図 円筒火炎モデルと受熱面の関係 

出典：石油コンビナートの防災アセスメント指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，アク

セスルートを迂回せず

通行可能か評価 
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2） 放射熱強度の算出 

火災源の放射発散度 Rf と形態係数から，受熱面の放射

熱強度 E を算出する。 

 

       E=Rf・φ 

E：放射熱強度[kW/m2]，Rf：放射発散度[kW/m2]（第 5 

表），形態係数 

液面火災では，火炎面積の直径が 10m を超えると空気

供給不足により大量の黒煙が発生し放射発散度は低減す

る。 

放射発散度の低減率 R と燃焼直径 D の関係は次式で算

出する。 

       r=exp(－0.06D) 

 

ただし，R=0.3 を下限とする。 

 

第 5 表 主な可燃物の放射発散度 

 

 

3） 離隔距離と放射熱強度との関係 

石油コンビナート等防災アセスメント指針に記載の放

射熱強度とその影響を以下の第 6 表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 輻射強度の算出 

   火災源の輻射発散度 Rfと形態係数により，受熱面の輻射

強度 Eを算出する。 

   第 3表に主な可燃物の輻射発散度を示す。 

 ＝  ･Φ 

E：輻射強度（W／m２），Rf：輻射発散度（W／m２），

Φ：形態係数 

   液面火災では，火災面積の直径が 10m を超えると空気供給

不足により大量の黒煙が発生し輻射強度は低減する。 

 

   輻射強度の低減率 rと燃焼直径 Dの関係は次式で算出す

る。 

 ＝   （－     ） 

 

ただし，r＝0.3 程度を下限とする。 

 

第 3 表 主な可燃物施設の輻射発散度 

 

 

 

(3) 離隔距離と輻射強度との関係 

   石油コンビナートの防災アセスメント指針に記載の輻射強

度とその影響を第 4表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b．放射熱強度の算出 

火災源の放射発散度Ｒｆと形態係数Φから，受熱面の放

射熱強度Ｅを算出する。 

 

     

Ｅ:放射熱強度[W/m2]，Ｒｆ:放射発散度[W/m2]， 

Φ:形態係数[-]（第 2表） 

液面火災では，火炎面積の直径が 10m を超えると空気

供給不足により大量の黒煙が発生し放射発散度は低減す

る。 

放射発散度の低減率ｒと燃焼容器直径Ｄの関係は次式

で算出する。 

 

ただし，ｒ=0.3 程度を下限とする。 

 

第 2 表 主な可燃物の放射発散度 

 

 

 

c．離隔距離と放射熱強度との関係 

石油コンビナートの防災アセスメント指針に記載の放

射熱強度とその影響を以下の第 3表に示す。 
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第 6表 放射熱の影響 

 

 

 

「長時間さらされても苦痛を感じない強度」である 1.6kW/m2 

「1 分間以内で痛みを感じる強度」である 2.3kW/m2 を採用

し，以下の考えに基づき放射熱強度に対する対応を取ることと

する（第 7 表）。 

○防油堤がない変圧器周辺，継続的な作業を行う現場周辺→

1.6kW/m2 

○防油堤がある変圧器周辺かつ，継続的な作業がなく周辺に

作業員が 1 分以上滞在することのない（移動や一時的な作

業のみ行う）現場周辺→2.3kW/m2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 表 輻射強度の影響 

 

 

 

 

「長時間さらされても苦痛を感じない強度」の 1.6kW／m２を採

用する。 

   可燃物施設火災時の影響評価方法を第 5図，各可燃物施設

からの輻射強度を第 6表に示す。 

 

 

 

 

 

第 5 表 可燃物施設火災時の影響評価方法 

 

第 3 表 放射熱の影響 

 

 

 

「長時間さらされても苦痛を感じない強度」である

1.6kW/m２を採用する。 

各可燃物施設からの放射熱強度を第 4表に示す。 

アクセスルートは各可燃物施設から十分な離隔距離を

有しており，アクセスルートでの作業，通行に影響はな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，防油

堤の有無に係らず放射

熱強度を保守的な「長

時間さらされても苦痛

を感じない強度」であ

る 1.6kW/m２に設定 

 

・評価方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，可燃

物施設との距離を必要

な幅員ではなくアクセ

スルート幅としている 
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第 7表 各施設からの放射熱強度（防油堤全面火災の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 表 各可燃物施設からの輻射強度 

 

 

 可燃物施設のうち，溶融炉灯油タンク又は主要変圧器か

ら火災が発生した場合は，火炎中心から輻射強度 1.6kW／m２

となる離隔距離の確保が困難であることから，迂回路を使

用することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 表 各施設からの放射熱強度（防油堤全面火災の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 変圧器火災の同時発災 

   ２，３号炉の変圧器は第 4図のとおりそれぞれ隣接して設

置されていることから，それぞれの変圧器について同時に火

災が発生した場合のアクセスルートに対する影響について

も，同様に火災の影響範囲を算定し評価した。 

   なお，それぞれの変圧器の間にはコンクリート壁があるた

め，アクセスルート上の放射熱強度は低減されることが見込

まれるが，壁はないものとし，各変圧器を一体にまとめた大

きな火災源であると仮定して評価するため，同時火災の影響

評価方法としては保守性を有しており妥当であると考える。 

   各可燃物施設からアクセスルートまでの離隔距離と放射熱

強度が，「長時間さらされても苦痛を感じない程度」である

1.6kW/m2以下となる距離の算定結果を第 5表に示す。それぞ

れの可燃物施設の火災の重畳を考慮しても，十分な離隔距離

を有し作業・通行に影響のない場所をアクセスルートとして

選定している。 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違に伴

う表の内容の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

評価結果の相違 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，隣接

設置している変圧器が

あるため変圧器火災の

同時発災を評価 
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(3) 主要変圧器火災発生時の消火活動について

主変圧器及び起動用変圧器にはそれぞれ水噴霧消火設備

が設置されているが，水源タンクや消火ポンプの損傷によ

り消火ができない場合は，自衛消防隊による消火活動を実

施し，被害の拡大を防止する。また，万一同時発災した場

合は，アクセスルートへの影響の大きい箇所から消火活動

を実施する。

2.3 可燃物施設火災発生時の消火活動について 

各可燃物施設における火災発生時には，初期消火活動用とし

て配備・保有している水槽付消防ポンプ自動車，化学消防自動

車及び泡消火薬剤を用いた消火活動を実施し，被害の拡大を防

止する。なお，溶融炉灯油タンク又は主要変圧器から火災が発

生した場合でも，消火に必要な容量は確保している。（別紙

（17）参照） 

また，万一同時発災した場合は，アクセスルートへの影響が

大きい箇所から消火活動を実施する。 

第 4図 変圧器配置図 

第 5表 同時火災発生時における各変圧器の離隔距離と 

放射熱強度の関係 

(4) 変圧器火災発生時の消火活動について

変圧器にはそれぞれ水噴霧消火設備が設置されている

が，水源タンクや消火ポンプの損傷により消火が出来ない

場合は，自衛消防隊による消火活動を実施し，被害の拡大

を防止する。また，万一同時発災した場合は，アクセスル

ートへの影響の大きい箇所から消火活動を実施する。 

・設備及び運用の相違

【東海第二】 

 火災発生時に使用す

る設備及び消火活動内

容の相違 
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3．重油タンク等の火災について 

重油タンク（No.1，No.2，No.3），補助ボイラーサービスタ

ンク，ＯＦケーブルタンクの評価は，第 2図のフローに従い行

い，簡易評価を行う。 

なお，重油タンク（No.1，No.2，No.3）は第 5図のとおり隣

接して設置されており，溢水防止壁も共通であることから，同

時に火災が発生した場合のアクセスルートに対する影響につい

て評価する。 

ＯＦケーブルタンクは複数のタンク（MTr：6 槽，STr：3

槽）で構成されているが，第 6図のとおり隣接して設置されて

いることから，同時に火災が発生した場合のアクセスルートに

対する影響について評価する。なお，ＯＦケーブルタンクの周

囲にはコンクリート壁があるため，アクセスルート上の放射熱

強度は低減されることが見込まれるが，壁はないものとし評価

する。 

4．アクセスルート周辺における重油タンク等の火災評価 

(1) 重油タンク等の保有油量

第 6表にアクセスルート周辺にある重油タンク等の保有

油量を記す。 

第 6表 アクセスルートに影響を及ぼすおそれのある 

各タンク保有油量 

(2) 火災源からの放射熱強度の算出

火災が発生した場合のアクセスルートにおける作業及び

通行の有効性を確認するため，「石油コンビナートの防災

アセスメント指針」を基に火災の影響範囲を算出した。算

出方法は変圧器と同様とする。 

重油タンク等からの放射熱強度を第 7表に示す。 

・設備の相違

【柏崎 6/7】 

別紙(6)-①の相違 

・記載方針の相違

【東海第二】 

 東海第二は，2.1～

2.2 に記載 

1.0.2-404



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

アクセスルートは重油タンク等から十分な離隔距離を有

しており，アクセスルートでの作業，通行に影響はない。 

第 7 表 各施設からの放射熱強度 

（防油堤又は溢水防止壁全面火災の場合） 

第 5図 重油タンク，補助ボイラーサービスタンク配置図 
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第 6図 ＯＦケーブルタンク配置図 

(3) 重油タンク等火災発生時の消火活動について

重油タンク（No.1，No.2，No.3）には泡消火設備が設置

されているが，泡消火設備の損傷により消火が出来ない場

合は，自衛消防隊による消火活動を実施し，被害の拡大を

防止する。また，万一同時発災した場合は，アクセスルー

トの影響の大きい個所から消火活動を実施する。

5. ＯＦケーブルの火災による影響について

ＯＦケーブルが敷設されているダクトの構内配置を第 7図に

示す。 

ＯＦケーブルの火災によるアクセスルートへの影響について

以下のとおり評価し，影響のないことを確認している。 

・２号炉西側のＯＦケーブルダクトは厚さ 250mm のコンク

リート構造で構成されていること。

・基準地震動Ｓｓの転倒防止対策を実施していること。

・２号炉西側の法面部以外のケーブルダクトは地中設置で

あること。 

なお，ＯＦケーブルの絶縁油が漏えいした場合には，圧力継

電器の作動により異常を早期に検出できる設計としている。 

また，ケーブルダクト内にて火災が発生した場合，発電所に

常駐している自衛消防隊により，消火活動を実施することがで

きる。 
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第 7図 ＯＦケーブルダクト配置図 

6. 重油配管の火災による影響について

  重油配管の火災によるアクセスルートへの影響について以下

のとおり評価し，影響のないことを確認している。 

重油配管が敷設されている構内配置を第 8図に示す。 

重油配管のうち地上敷設箇所については，基準地震動Ｓｓに

より破損しないため，火災は発生しない。 

重油配管のうち地中ダクト内敷設箇所については，一部のア

クセスルート（車両・要員）と交差しているが，交差部周辺の

ダクトは厚さ約 20cm のコンクリートで構成されているととも

に，4．(4)⑦地中埋設構造物の損壊における評価のとおり損壊

しないことから，アクセスルートへの影響はない。 

なお，地震時には遮断弁の作動により重油配管からの重油の

漏えいを防止することが可能である。 
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第 8図 重油配管ダクト配置図 
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参考資料－1 

基礎面の沈下量の差への対策 

変圧器と二次側接続母線部ダクトの基礎で沈下量の差が発生す

ることを防止するため，下記の対策を実施。 

①二次側接続母線部ダクトの基礎をタービン建屋と同じ支

持地盤にて支持。 

②二次側接続母線部ダクトの基礎部を杭基礎構造へ変更，

又は，変圧器と二次側接続母線部ダクトの基礎部を一体

化。 

なお，6 号炉は，建設時から一体化された基礎を人工岩盤にて

直接支持する構造となっており，沈下量差の発生を防止する構造

となっている。 

第 1 図 変圧器火災の対策(3号炉所内変圧器) 

第 2 図 変圧器火災の対策(7号炉所内変圧器) 

参考資料－1 

変圧器等の沈下量の差の発生防止について 

変圧器と二次側接続母線部ダクトの基礎は，建屋と同じ地盤に

て支持されており，沈下量の差の発生を防止する構造となってい

る。 

第 1図に変圧器の基礎構造例を示す。 

第 1図 変圧器の基礎構造（例） 

・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２，３号炉の変

圧器は，全て同一岩盤

上の設置により沈下量

の差が発生しないため

対策不要 
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